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第１５回西和賀町議会定例会 

 

令和７年６月１１日（水） 

 

 

午前１０時００分 開   議 

議長  出席議員数は11名であります。栁沢安雄

君から遅刻の届出があり、これを受理していま

す。会議は成立をしております。 

  これから本日の会議を開きます。 

  議事日程は配付のとおりであります。 

  内記町長並びに柿崎教育長より説明員として

出席する旨の届出のあった者の職氏名について

は、着席のとおりでありますので、呼称は省略

しますが、これを受理しました。 

  あわせて、傍聴される皆さんに申し上げます。

傍聴席では、傍聴の際の留意事項をお守りくだ

さい。 

  それでは、本日の日程に従って議事を進めま

す。 

  日程第１、一般質問を行います。 

  一般質問は、質問者の質問時間が30分と制限

があります。制限時間５分前には１鈴、制限時

間には２鈴を鳴らしますので、時間を厳守して

質問してください。また、質問者及び答弁者は、

それぞれ簡潔明瞭にまとめてお願いいたします。

なお、質問者におかれましては、通告外の質問

はできませんので、併せてお願いします。 

  本日の開会前の抽せんにて決定した登壇順に

従い質問を許します。 

  初めに、登壇順３番、唐仁原俊博君の質問を

許します。 

  唐仁原俊博君。 

６番  おはようございます。議席番号６番、唐

仁原です。よろしくお願いします。早速質問に

入ります。 

  まず、地域おこし協力隊の仕事内容について

お尋ねします。昨年度の途中に着任した農林課

所属の地域おこし協力隊が今年度４月から鳥獣

害対策の主担当になったというふうに伺ってい

ます。これまでも地域おこし協力隊が役場の仕

事を担うということはあったわけですけれども、

公文書を触るような主担当として仕事をすると

いうことはなかったのではないかと記憶してい

ます。 

  これにどういう狙いがあるのかというのをお

伺いしたいのですけれども、前提として地域お

こし協力隊の事業の大本である総務省が地域お

こし協力隊をどういう考えを持ってやっている

かというのを確認すると、推進要綱においては

地域おこし協力隊は地域力の維持、強化に資す

る活動をやるのだというふうに規定されていま

す。同じく総務省が用意している地域おこし協

力隊に関するよくある質問というものの中には、

地域力の維持、強化に直接資する活動とは言え

ない活動というのが幾つか例示されていまして、

その中に秘書、人事、給与、会計、庶務等の自

治体法人等の内部管理業務が主たる活動となる

ものというのが挙げられています。つまり総務

省が言っているのは、役場の会計年度任用職員

にしろ、企業のほうで協力隊を受け入れるにせ

よ、内部管理業務を主たる活動にしてはいけな

いよというふうになっているわけです。以上を

踏まえて、鳥獣害対策の主担当に据えた狙いと

いうのを伺いたいです。 

議長  内記町長。 

町長  おはようございます。本日もよろしくお

願いいたします。 

  ただいまの質問につきましては、担当課長か

ら答弁します。 

議長  農林課長。 
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農林課長 おはようございます。ただいまのご質

問についてお答えをさせていただきたいと思い

ます。 

  農林課において、今年度、地域おこし協力隊

の方に鳥獣被害対策に係る主担当業務をお願い

をしております。鳥獣被害対策については、有

害鳥獣被害対策と鳥獣保護対策が主な事務とな

ります。近年の鳥獣被害対策については、人口

減少等に伴う不作付農地の増加と里山の管理が

難しくなってきていることに伴い、野生鳥獣の

出現は西和賀町のような中山間地域のみならず、

市街地でも多く報告されております。一方で、

野生動物については、保護と狩猟の適正化を目

的とした考え方や活動についても配慮が必要と

なります。 

  今回、鳥獣被害対策の主担当となっていただ

いた地域おこし協力隊の方につきましては、鳥

獣対策を目的として採用させていただいており

ます。鳥獣対策については、申し上げたとおり、

有害鳥獣被害対策と鳥獣保護といった両面から

の対策についての対応と、鳥獣の生態や行動に

柔軟に対応することが必要となるなど、その手

法は多岐にわたります。また、これらのことに

対応する上で、国及び県からの各種制度の活用

も必要となってまいります。このことから、鳥

獣対策についての対応や制度について深く理解

し、この分野において成長していただくことを

目的として今後の活動に役立てていただきたい

との考えから、鳥獣被害対策の主担当として従

事していただくことについてお話をし、ご理解

をいただいたと判断し、お願いをしたものでご

ざいます。 

  以上です。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  鳥獣害対策というか、狩猟をやりたいと

いう思いがもともとあって、それもあって西和

賀町に来た隊員だということを聞いています。

こういった業務に携わることがその後に生きる

という考えから、担当になってもらったという

ことで理解しました。 

  ちなみに、もともとこういうことがやりたい

とかという思いであるとか、提案であるとかが

あったと思いますけれども、それと主担当にな

った鳥獣被害対策の業務のバランスとかという

のに関しては大丈夫でしょうか。 

議長  農林課長。 

農林課長 お答えをしたいと思います。 

  まず、鳥獣対策の主担当になられて、４月、

５月とまず過ぎているわけですけれども、鳥獣

被害対策の部分だけの、まず主担当ということ

ですので、ある程度慣れてくればほかのことも

できるようになるというような形でまず判断を

しておりました。ただ、主担当業務につきまし

ては、業務の状況等を見ながら、必要があれば

適正に、また配置のほうは変えていくというよ

うな対応は取っていきたいと思っております。 

  また、あと先ほどのお話のありました総務省

から出ている通知の件ですけれども、基本的に

庶務、もう本当に庶務だけというような扱いで

あれば、これは地域活動にはつながらないと考

えるのですけれども、鳥獣対策につきましては

もう本当に住民と直結した現場の仕事がやっぱ

り主なものになってきますので、そういったこ

ともあって、まずお願いをしていたという経緯

でございます。 

  以上です。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。私自身、地域お

こし協力隊としてこの町に引っ越してきて、３

年間業務をやる中で、地域の方々からは役場の

小間使いになっているのではないかというふう

なことを言われたりもしました。私の場合は、

当時の担当課長であるとか担当職員の方のご理

解もあって、かなり自由にやらせていただいた

というふうに自認しているのですけれども、住

民の目からはいまだにそういうふうに見られて

いるようです。ですので、町としてどういうふ

うに地域おこし協力隊を受け入れるか、それで
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受け入れるかというか、まず応募の段階にどう

いうふうに情報を出すか、それから受け入れて

からどういうふうに対応していくかというのは、

隊員本人もさることながら、住民から目を向け

られているのだなという意識を持って対応して

いただきたいと思っています。いろいろと調整

が必要なときにはというお話でしたけれども、

今後も調整が必要になる場面であるとか、ある

いはミスマッチが起こる場面というのは多々あ

るかと思います。そういうときに、役場として

どういうふうに考えて協力隊を受け入れている

のかというのをやっぱり常に検討しつつやって

いかなければならないのではないかなというふ

うに思っています。役場の中でのそういう調整

の体制というのは、受入れ課が主にやっている

部分かなとは思うのですけれども、受入れ課と

主管課は企画財政課になると思いますけれども、

情報の共有とかというのはきっちり行われてい

るでしょうか。 

議長  農林課長。 

農林課長 お答えをしたいと思います。 

  議員おっしゃったとおり、まず募集の段階か

ら、募集の段階ではこういった仕事、こういっ

た分野でまず頑張っていきたいという方につい

て、それに一応まず募集要項に合った形でまず

採用させていただくと。ただ、やはり個々の能

力もありますし、考えもありますし、あと現場

に来て、現場というか、西和賀町に来て状況が

自分が思っていたものとまた違う場合もありま

すし、いろいろなことがありますので、それは

随時ブラッシュアップといいますか、前向きな

活動につながるような形で変えていかなければ

ならないのだろうなと思っております。 

  ですので、そういったことを踏まえながら、

協力隊と常にコミュニケーションを取ってお話

を聞いて、多少であればもう変更していくとい

うようなことに対して、担当課として３年間は

お手伝いをしていければと。そして、最終的に

は、定住につながるような形に持っていければ、

一番いいのではないかなと思っています。 

  あと、企画財政課との話合いというのは、当

然これは持っております。ですが、基本となる

業務については、やはり担当課のほうが分かっ

ている話になりますので、そちらは担当課でと。

あとは、全体的な内容については、企画財政課

と連絡を取りながら、実施しているというよう

な状況にございました。 

  以上です。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。私としては、役

場がもっと地域おこし協力隊を受け入れていく

余地があるだろうなとも思いますし、役場だけ

でなくて町内の事業者であるとか地域というの

がさらに協力隊を入れていければいいのかなと

考えていますので、協力隊に関しては今後もい

ろいろと質問をさせていただくかと思います。

ありがとうございます。 

  次の質問に移ります。ジビエ事業についてで

す。昨年の令和６年12月議会でも一般質問で取

り上げたのですけれども、町内で民間事業者が

ジビエ、獣肉の加工施設、それを新しく建てて

ジビエ事業をやるというのを検討していたと。

これが結局やれなさそうだということで白紙に

なったということを聞いているのですけれども、

町として把握している状況について教えてくだ

さい。 

議長  農林課長。 

農林課長 お答えをさせていただきます。 

  ジビエ事業について、町内で事業を実施した

いとした要望が昨年度来ございました。ジビエ

については、狩猟で得た天然の野生鳥獣の食肉

を意味する言葉になります。今回要望があった

ジビエ事業については、捕獲されたイノシシ、

ツキノワグマを食肉用に加工し、飲食店等に対

して食材として販売する方法や、事業者自身が

食材として活用することを想定しておりました。

本町におけるイノシシ及びツキノワグマの目撃

や被害についてですが、イノシシについては、
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ここ10年ほどで農地等を掘り返す等の被害の報

告がございます。ツキノワグマについては、直

近の令和６年度には出没が少なく、ほとんど目

撃や被害の報告がありませんでした。捕獲数に

ついては、町が把握している猟期を含まない有

害長寿駆除分の活動として、イノシシが令和５

年と６年度ともに捕獲はございません。ツキノ

ワグマについては、令和５年度が30頭、令和５

年度の捕獲実績はありませんでした。県内でジ

ビエ事業を実施している市町村は、主にニホン

ジカの被害が多く、年間、数千頭単位で捕獲さ

れている状況に対応しているものとなっており

ます。 

  本町の状況としては、確かに鳥獣被害の実態

はございますが、本町の捕獲数はジビエ施設を

運営している市町村の捕獲頭数と比較しても少

ない状況になります。また、要望がございまし

たジビエ事業については、事業費が5,000万円

を超える計画となっておりまして、採算性から

見ても厳しい状況となる可能性が否定できない

と判断し、現段階でジビエ施設を整備し被害対

応していくまでの状況にはないと判断したもの

でございます。 

  以上です。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。今答弁していた

だいた内容にありましたけれども、特に沿岸と

かであればやっぱり鹿の被害が非常に多いとい

うことを私も伺っています。鳥獣被害対策とい

うのは、別にジビエに限らず補助金も用意され

ていますけれども、電気柵によるものとか追い

払いすると、いろいろあると思うのですが、全

国的に獣の被害が増えている。先ほど令和６年

度に関しては、熊の出没がという話でしたけれ

ども、今聞いている限りだと今年は何かもうぽ

つぽつと熊が出てきているという話でした。今

後も全体的に見ていけば、恐らくイノシシの被

害は増えていくのだろうなと。それから、鹿に

関しても、雪深いところですけれども、うちの

町にもいずれ入ってくるのではないかなと想像

しているところです。いろいろな対処方法があ

る中で、やっぱりジビエをやろうという事業者

が今後出てくることというのは十分考えられる

のかなと思うのですけれども、そういう事業者

が新たに出てきた場合、町としてそれを対応す

るという考えがあるかどうか伺いたいです。 

議長  農林課長。 

農林課長 お答えいたします。 

  今後の鳥獣被害の状況やジビエ事業を実施す

ることにより、鳥獣被害対策または地域経済に

資すると判断できる状況となった場合は、これ

を検討していくこともあり得ると考えておりま

す。 

  以上です。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  県内でも、先日も地域おこし協力隊とし

て入っている人がジビエ加工施設を立ち上げた

など、いろいろとジビエの施設ができていると

思います。そういったところとの情報交換とか、

あるいは研修とかというのを積極的にやってい

くかどうかというのはどうでしょうか。 

議長  農林課長。 

農林課長 お答えします。 

  まさに地域おこし協力隊の活動として、自分

の仕事だけではなくて、それに関わるいろいろ

な事業とか、いろいろなことを学んでもらわな

ければならないことになってきますし、町とし

ても、そういったことを、他市町村の状況とか

を把握するには、やっぱり行ってみて話を聞い

たり、実際に体験してくることが必要であると

思いますので、そういったことはどんどん進め

ていかなければならないのかなと感じておりま

した。 

  以上です。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  分かりました。ありがとうございます。 

  では、次の質問に移ります。今度は、空き家

の活用に関してです。町内、空き家があって、



- 39 - 

それを問題視している住民の方が非常に多いな

と感じています。３月に議会で実施した議会の

報告会のときにも、空き家が増えているのは何

とかならないのかというふうなことが住民の方

から上がってきました。近隣の事例とかを見て

いると、自治体のほうがかなり立ち入って空き

家の活用を進めているという事例は少ないのか

なと私としては感じています。空き家の活用が

進んでいるところを見ていると、かなり住民主

体で動いているところが多いのかなと。 

  西和賀町にも来られたことがあるのですけれ

ども、宮城県栗原市の花山地区というところが

空き家の活用で結構頑張っている地域だという

ふうに聞いていたので、そこのはなやまネット

ワークという方に、先日、いろいろとお話を聞

きました。花山地区というのが結構広い地域な

のですけれども、住民票上は人口が800人程度

で高齢化率は58.4％、８年前に調査した段階で、

空き家の数が77軒あったということで、うちの

町の現在の数というのはどうか分かりませんけ

れども、うちの町と同程度か、あるいはうちの

町よりもシビアな状況なのかなと思いました。 

  ここのはなやまネットワークというのが中心

になって空き家片づけ隊というのを実施されて

います。これどういうのをやっているかという

と、ボランティアで空き家を片づけますよと。

ただ、どんな空き家でも片づけますよというわ

けではなくて、移住者が使いたくなるであろう

空き家に絞って片づけますよというのをやって

いると。移住者が使いたくなるというのが、例

えばトイレは水洗であることとか、お風呂には

ちゃんとシャワーがついている、あるいは駐車

スペースがついている、家の立地が便利のいい

ところにあるなどなどの条件から見積もってや

っているそうです。その話を聞いたときに、や

っぱり地域の実情であるとか、あるいはあの家

まだ建って新しくてあんまり使っていないのだ

よなとかという事情をよく知っているのは、地

域の方なのではないかなというふうに私は思い

ます。外見が立派でも、もう全然人が帰ってき

ていないという情報があれば、恐らく中、相当

傷んでいるであろうというのは分かりますし、

あるいは外がちょっと古いものであっても、ま

めに人が来て風を通しているよというのであれ

ば全然使えるだろうなとか、そういうのという

のはやっぱり地域の方だからこそ知っている情

報なのかなと思っています。なので、使えそう

な空き家をリスト化するとか、あるいは所有者

の方とあの空き家はどうするつもりだと連絡を

取ったりとか、あるいはボランティアでも空き

家を片づけたりとか、そういった役割というの

は地域が積極的に担っていくべきではないかな

というふうに考えている次第です。 

  町として、空き家の活用に関してどういうふ

うに進めていったらいいのかというのは、現状

どういうふうに考えていらっしゃるでしょうか。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  議員ご指摘のとおり、空き家の増加を問題視

している住民の方が多いという事実は、昨年末

から今年１月にかけて実施した第３次総合計画

策定に向けたまちづくりアンケートの中で、日

常生活で不便や不安を感じていることの設問に

対しての回答で最も多かったのが空き家の増加

だったということからも確かであり、町として

も深刻に受け止めているところであります。 

  ただいま議員からご提案いただいた地域が主

体となった空き家活用への取組につきましては、

問題解決に向けた大変貴重なご提言ではありま

すが、様々なハードルがあることも事実であり、

なかなか一筋縄にはいかないものと認識をして

おります。 

  まず、空き家のリスト化についてであります

が、地域の方々が日頃から見聞きしている使え

そうな空き家に関する情報は、行政だけでは把

握し切れない、実情を捉える上で非常に有益で

あると思います。しかしながら、空き家の所有

者情報、氏名ですとか連絡先などは個人情報に



- 40 - 

該当するため、収集管理には細心の注意が必要

であります。地域からの情報提供を端緒としつ

つも、正式なリスト作成や詳細な調査、そして

情報の管理は個人情報保護法を遵守し、町が責

任を持って行う必要があると考えております。 

  次に、所有者との連絡ですけれども、これも

同様に所有者のプライバシーへの配慮が不可欠

であります。町が法的手続と所有者の同意に基

づいて公式な窓口として連絡を取ることが無用

なトラブルを避け、円滑な対話を促す上で望ま

しいものと考えております。 

  そして、空き家の片づけにつきましては、こ

ちらは最も慎重な対応が求められるものである

と思っております。当然のことながら、空き家

や、その中に残された家財は、所有者の財産で

あり、無断で立ち入ったり処分したりすること

は法的に問題が生じる可能性がございます。必

ず事前に所有者からの明確な書面による同意を

得ることが前提となります。その上で、本町に

は、既に空き家活用促進事業補助金があり、こ

れには不用物の撤去費用も含まれておりますの

で、まずはこうした既存制度を地域の方々が活

用しやすくなるよう、所有者の同意を前提とし

た連携方法を検討していく必要があるものと認

識をしております。 

  本町といたしましては、既に西和賀町空家等

対策計画を策定し、空き家バンク制度の運営や

補助事業等を進めております。議員のご提案を

真摯に受け止め、地域住民の皆様の知恵と力を

生かしつつ、法令にのっとった適切な枠組みの

中で空き家対策の推進をしていく必要がありま

す。所有者の権利を最大限尊重しつつ、町と地

域がそれぞれの役割と責任を明確にした上で、

協力して空き家問題の解決に取り組んでまいり

たいと考えております。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。連絡先を把握し

たりだとか、あるいは片づけるときに片づけた

後に問題が起きないようにとか、いろいろと法

的な問題があるというのは私も認識しています。

その上で、地域としてやっていきたいというと

ころがあったときに、例えば町と協力して試験

的にやってみましょうというふうな、手挙げ方

式でそういうのを募ってもいいのかなと考えま

す。実際、地域としてといったときに、どの枠

組みを地域と捉えるかという問題はあると思い

ますけれども、町内でも個人で片づけるという

のではなくて、複数名で、あるいは地域の一般

社団法人とかがとか、いろいろな形があると思

いますけれども、既に片づけて人に貸すために

いろいろやっているよというのもあると思いま

すし、そういう手挙げ方式で募ったところとか

既存の取り組んでいるところと一緒に事例を積

み上げていくというのはどうかなと思うのです

けれども、いかがでしょうか。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  ただいまの議員のご提案、参考にさせていた

だきたいとは思っておりますし、同時に先ほど

ご紹介いただいた栗原市の事例なども、情報を

いただきながら、今後検討してまいりたいと思

っております。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。空き家の活用に

関しては、今、町の条例でいうと空き家等の適

切な管理に関する条例があります。ただ、これ

に関しては、活用のためにもしっかり管理しな

ければねというふうなことがうたわれています

が、活用に関してどうこうしていくぞというと

ころまでは踏み切れていないのかなと思って読

みました。うちの町にも乾杯条例みたいな努力

義務の条例あったりします。空き家の活用に関

しても、まだまだ議論しなければいけないとこ

ろとか、先ほど答弁いただいたような法的な問

題をクリアしなければいけないとか、いろいろ

あると思いますけれども、そういった条例化な

どが一旦の目指すところにしてもいいのかなと

いうふうに感じます。より空き家の活用を促進
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するために、そういった条例とか仕組みの整備

について現状考えられているか、それから今後

考える余地はあるかというのを教えていただけ

れば。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  現状で、そこまでのところまで検討は至って

おりません。今後の課題になると思ってござい

ます。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。私自身、人から

家を借りて、いろいろと活用できないかなとい

うのを自分でも試しているところなのですけれ

ども、たくさん壁があるので、今後も町と議員

と、あるいは地域と一丸となってやっていかな

ければいけないなと感じています。引き続き、

空き家の件についても、今後も質問することが

あると思います。よろしくお願いします。 

  次です。第３次総合計画策定に向けた住民懇

談会が５月15日から実施されています。昨日の

同僚議員の一般質問でも、その内容について質

問がありましたけれども、私からもお尋ねした

いと思います。ホームページ上にも配付してあ

る資料については、掲出がされていますけれど

も、どういった資料を配付して説明を行ってい

るか、それから住民からどういった意見が出さ

れているかというのを教えてください。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  第３次総合計画策定に向けた住民懇談会につ

きましては、昨日の普本議員のご質問でも答弁

申し上げており、一部繰り返しにはなりますが、

改めて答弁申し上げます。第３次総合計画策定

に向けては、町内29、全ての行政区で住民懇談

会を開催することにしたほか、オンライン専用

の懇談会も２回設定し、合わせて31回の懇談会

を開催することにしており、現在その真っ最中

でございます。懇談会の進め方につきましては、

冒頭、まず町長から挨拶を兼ねて次期総合計画

の策定方針について考えや思いを述べさせてい

ただいております。その後に担当のほうから総

合計画についての一般的な説明などを行った上

で、町長の説明と重複いたしますが、次期総合

計画で町が重点戦略として捉えていることを少

し詳しく説明をさせていただいた後に、意見交

換をさせていただいております。 

  懇談会でお配りしている資料でありますが、

まずは総合計画とは何か、なぜつくる必要があ

るかといった基本的なことを押さえていただく

ための説明資料、そして策定スケジュールにつ

いての資料、次に今回策定する総合計画に次期

まち・ひと・しごと創生総合戦略を含めて一体

化することの必要性などを説明する資料、それ

から総合計画をつくっていく目的や課題意識を

共有していただくための説明資料、そして最後

に次の計画期間の10年間において町が最も力を

入れて取り組んでいきたいと考えている重点戦

略の３本柱についての説明資料となっておりま

す。 

  なお、この説明資料につきましては、町のホ

ームページでも公開しており、住民懇談会に参

加いただけなかった方でも閲覧が可能となって

おります。 

  資料による町からの説明が終わった後に、説

明内容や説明資料に基づき意見交換をさせてい

ただいておりますが、その中では重点戦略の一

つである複合拠点施設のあり方であるとか、地

元地域の振興のあり方、農業振興のあり方、日

々の暮らしや生活がどうなっていくのかが分か

るような計画にしてほしいといった声、人口減

少や少子高齢化といった深刻かつ現実的な課題

解決につながるような取組を示してほしいとい

った声など、様々なご意見をいただいておりま

す。昨日も答弁申し上げているように、まちづ

くりアンケート結果も含め、住民懇談会で皆様

からいただいた貴重なご意見は単に集約するだ

けではなく、分析、検討、具体化というプロセ

スを経て計画に反映させていきたいと考えてい
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るところでございます。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。後でこれに絡め

た話も出てくるのですが、ちょっと次の質問に

行きたいと思います。 

  今度は、除雪のあり方というのをお尋ねした

いです。先ほど空き家の質問をしたときに出て

きましたけれども、まちづくりアンケートを実

施された結果が発表されていて、それについて

非常に興味深く読みました。除雪に対して、住

民から高い評価が寄せられると同時に、特に改

善や充実を希望するものの上位にも冬期間の除

雪対応というのが上がっていました。これやっ

ぱりうちの町においては、雪というのが住民の

生活において非常に大きな要素なのだなという

のを再認識しました。３月議会でも除雪隊員の

確保についての同僚議員からの質問などもあり

ましたし、これまで隊員確保のためにＰＲを行

ったり、採用に努めるというのをこれまで町が

いろいろ対応してきたと思います。 

  ただ一方で、恐らく住民の意識としては、こ

れまでどおり除雪されるというのが前提なのか

なと思っています。それがどこかでやっぱりも

たなくなるのではないかという懸念も同時にあ

るのかなと。そういう状況を考えると、除雪を

町としてどう捉えて、どういうふうにやってい

きますよというのをやっぱり示していかないと

いけないのではないかなと感じます。除雪のあ

り方について、住民に示したりとか、あるいは

検討していったりということをやる予定がある

かどうかというのをまずお聞きします。 

議長  建設水道課長。 

建設水道課長 それでは、除雪事業の今後のあり

方についてお答えいたします。 

  まず、議員がおっしゃっておられますまちづ

くりアンケートについてでございますけれども、

度々お話としては出ておりますが、改めまして

第３次西和賀町総合計画を策定するに当たり、

町民の皆様のご意見やお考えを幅広く伺うこと

を目的に、昨年、令和６年12月から今年、７年

の１月にかけて行ったアンケート調査の結果が

現在ホームページなどで公表されております。

その中で、冬期除雪に関する評価につきまして

は、ただいま議員がおっしゃったとおり、選択

肢が13項目あったわけですけれども、その中で

一番高い評価を得たものが冬期除雪で、全体の

７割の方から満足度が高いと評価を受けました。 

  また一方で、今後充実を希望する政策として

も、約３割の方からさらに充実を期待するとの

声もあり、除雪に関する記述も多数あったこと

からも、いかにこの地に暮らす多くの方々が除

雪事業に対する期待や不安を感じておられるこ

とだと改めて認識したところでございます。 

  ご質問の除雪のあり方については、町の政策

全体としては第３次総合計画において総合的な

方向性を検討することになるものと考えており

ますが、充実を希望する声の多くが人口減少や

高齢化による除雪作業員の不足により、現在と

同事業レベルで今後も継続していけるのか不安

を感じておられると、そういったことから、除

雪事業に対する個別検討が必要であるというふ

うに考えております。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。さっき私から述

べたように、これまで除雪隊のＰＲであるとか、

いろいろな対策はしてきたところだと思います。

ただ、対策もいろいろやることは大事なのだけ

れども、やっぱり根本のあり方についてのこれ

でいこうというのがないと、どうしても対症療

法になってしまうのかなというふうに感じてい

ますので、検討が必要だと感じているというこ

とだったので、今後の動きを注視していきたい

と考えます。 

  次の質問に移ります。今度は、銀河ホールに

ついてです。銀河ホールですけれども、公共施

設です。公共施設ですが、公共施設というだけ

ではなくて、より開かれた劇場あるいはホール

としての側面もあると思います。公共ホールと
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か公共の劇場として考えたときに、私は正直、

この人口規模ではあり得ないほど文化的な行事、

活動があるなというふうに感じています。 

  ただ、一般的なホールとして捉えたときに、

より外の人に使ってもらえるだけのポテンシャ

ルがあるのではないかと考えているところです。

これまでも一般質問などでもお話をさせていた

だいていますけれども、銀河ホールが設置され

た文化的な背景であるとか、あるいは立地、そ

れから設備を考えると、もっと盛んに使われて

いいだろうと。文化的な背景というのは、住民

自らが出演するし、脚本も書くし、演出もする

しというぶどう座とかの活動です。立地と言え

ば、ＪＲの駅から徒歩３分で、しかも湖の湖畔

に建っているという劇場というのは私は知りま

せん。それから、演劇専用のホールとして造ら

れていることもすごいことです。住民の皆さん

にとっては、ちょっと当たり前過ぎて、違和感

とか疑問とか思わないかもしれないですけれど

も、暗幕を全部上に飛ばせる劇場というのが果

たしてどれだけあるかと、公共でそれを持って

いる町、村がどれだけあるかというと、もうこ

れはもっともっと活用し倒していかなければい

けないだろうと考えています。そういう外に開

かれた、住民以外に使われるホールとか劇場と

いうもののあり方について、町が現在どのよう

に考えているかお聞かせ願えますか。 

議長  生涯学習課長。 

生涯学習課長 より開かれたホールにつきまして

お答えします。 

  令和６年度は、銀河ホールを活用した合宿事

業、いわゆるギンガクを開催しました。また、

西和賀商工会や株式会社ＹＵＤＡミルクの研修

会、会議の場所としても活用されております。

令和４年度からは、木育をＰＲするイベントと

してＮｉｓｈｉｗａｇａ Ｗｏｏｄ Ｌｉｆｅ 

Ｆｅｓが銀河ホール及びその周辺を会場として

開催されております。このように、銀河ホール

は、公共ホールとしてのみならず、様々な形で

活用されております。今後も銀河ホールが積極

的に活用されるよう、情報提供のあり方も含め

て工夫し、住民にとっても、また住民以外の方

にとっても利用しやすいホールにしたいと考え

ております。 

  以上でございます。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。この次に聞く内

容ともちょっと関わってくるのですけれども、

今のところ町としては町営で銀河ホールを運用

していこうという考えのはずなのですけれども、

一方で開かれた劇場のあり方を考えたときに、

より切り込んでいく必要があるのかなというふ

うに感じています。例えば劇場のディレクター

を置くとか、劇場のディレクターというのが何

をするかというのも、いろんなホールによって

違いはあると思いますけれども、例えば年間の

計画を考えた上で、こういうプログラムを自分

たちでやろう、あるいは外から呼んでこようと

考えたり、ホールによっては劇場つきの劇団み

たいな形で市民劇団みたいなのが活動の根城に

しているようなホールもあったりします。いろ

いろやり方あると思うのですけれども、劇場デ

ィレクターを置くような検討というのは現在さ

れたりしているでしょうか。 

議長  生涯学習課長。 

生涯学習課長 お答えします。 

  ディレクターを置くという考え方について、

現在検討はしていないということなのですけれ

ども、やはり今後の運営体制を検討する際には、

ひとつ参考としていきたいというふうに思って

おります。 

  以上でございます。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  銀河ホールをどう活用していくかという

のは、住民含めて、利用者も一緒に話し合って

いく必要があると思っています。そういう話合

いをしていくに当たって、文化創造館あり方検

討委員会とか文化創造館のあり方を考える意見



- 44 - 

交換会などが、これまでにやられていて、そこ

で話された内容というのが例えばホームページ

上に示されたりは現在していないと思います。

そういう情報を出してもらったり、あるいはホ

ールの維持管理のためにこういう改修が必要だ

ろうというのは、生涯学習課の中では一定の試

算がされているというふうに聞いています。そ

ういった情報も表に出していかないと、なかな

か実情を踏まえてこうしていったらいいのでは

ないかということが話しにくいのではないかな

と思っています。町として、どうお考えでしょ

うか。 

議長  生涯学習課長。 

生涯学習課長 銀河ホールの活用を進めるための

情報公開につきましてお答えします。 

  令和２年度から令和４年度にかけて文化創造

館のあり方検討委員会及び意見交換会を開催し

たところです。あり方検討委員会は８名、意見

交換会は９名の委員で行い、その議論の内容を

取りまとめ、今後の銀河ホールの運営に関する

方針として西和賀町文化創造館の今後のあり方

基本方針を策定しておりますので、町のホーム

ページで公開していきたいと考えております。 

  一方、設備改修の試算については、西和賀町

公共施設等総合管理計画の個別計画として、既

に町ホームページ上で公開されております。な

お、策定されたのは、平成31年３月ですので、

昨今の物価高などの影響も踏まえて見直しを行

う必要があるものと考えております。 

  以上でございます。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ３月議会では、にしわが斎苑の炉周りに

関しても、内部的にはこういう試算をしていま

すよとかという話が出てきていたのですけれど

も、そういった情報がどんどんオープンになっ

ていったほうがいいなと思いますので、今後も

よろしくお願いします。 

  次に行きます。今度は、学校部活動の地域移

行、それから地域クラブについてです。昨日の

普本議員の一般質問でも一部関係していたとこ

ろですけれども、学校部活動の地域移行に関し

て、町では現状どうなっているか、まずお聞か

せ願えますか。 

議長  生涯学習課長。 

生涯学習課長 学校部活動の地域移行の現状につ

きましてお答えします。 

  平日については、学務課において外部指導員

を配置し、休日については生涯学習課において

国の休日部活動の地域移行実証事業を活用し、

取り組んでおります。なお、休日部活動の指導

者として、湯田地区には４名、沢内地区には５

名が配置されております。令和７年度に総合型

地域スポーツクラブ、以下、地域クラブといい

ます、を設立する方針で取組を進めております

が、平日の外部指導員や休日部活動の指導者の

派遣についても、地域クラブが調整を行ってい

く仕組みを考えていきたいと考えております。 

  以上でございます。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。５月の中旬に、

部活動の地域移行について国のほうでちょっと

動きがあって、これ５月16日のＮＨＫニュース

からの引用ですけれども、国の有識者会議が今

後の方向性について提言をまとめましたと。令

和８年度からの６年間で地域のスポーツクラブ

などが部活動を担う取組を、休日は原則全てで

実現、平日でもさらなる改革を進めていくこと

を目指し、費用負担のあり方を国が示していく

ことなどが盛り込まれましたと。この提言の内

容を見てみると、地域の実情に合ったあり方が

いろいろあるということが盛んに言われていま

した。今、町で進めているのは、基本的に学校

にあった既存の部活動に関してだと思いますけ

れども、地域の実情というのを考えたときに、

運動部だけでなくて文化部のあり方というのも

もっと考えていったほうがいいのかなと思って

います。現状、学校に文化部がないというのが、

あったらいいのにという声も聞いたりするので
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すけれども、いろいろな文化的な活動、先ほど

銀河ホールに関しても触れましたけれども、町

の中で盛んに行われていますので、そういった

活動についても地域クラブのような形で立ち上

げていったり、あるいは支援したりということ

を現在町として考えているか、お聞かせ願いま

すか。 

議長  生涯学習課長。 

生涯学習課長 文化系の活動に関する取組につき

ましてお答えします。 

  先ほど申し上げましたとおり、地域クラブに

ついては、令和７年度中に設立する方針で進め

ておりますが、基本的な考え方としてスポーツ

や文化系活動を問わず、ポータルサイト、いわ

ゆる総合的窓口の役割として位置づけていくこ

とを考えているということでございます。地域

クラブでは、活動の全てを自己完結するのでは

なく、既存のサークルや活動団体と協力しなが

ら、スポーツや文化系活動の場を確保する取組

を進めてまいりたいというふうに考えておりま

す。 

  以上でございます。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  地域移行という言葉を、国のほうでは地

域展開という言葉に置き換えていくつもりなよ

うなのですけれども、つまりただ移すだけでは

なくて、より発展的な何かというのをつくりま

しょうという考えのようです。ですので、地域

の実情に合った、この町だからこそ、これにや

らなければいけないのではないかとか、こうい

うことをやってほしいというのをもっともっと

議論が起こっていけばなと思いながら、ちょっ

と今後の動きを見ていきたいと思います。 

  次です。複合拠点施設の整備についてです。

現状、複合拠点施設の整備について町が動いて

いますし、先ほど答弁にあったように、町が示

している第３次総合計画における３本柱の一つ

に複合拠点施設の整備が挙げられています。現

状、整備がどこまで進んでいるかというのをま

ずお聞かせください。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  本町において整備を計画している複合拠点施

設は、町の地方創生に対し複数の機能を統合し

たまちづくりのハブとして、戦略的な役割を発

揮することが期待されております。これは、町

が直面している人口減少や高齢化、地域経済の

課題に対応するための重要な取組であり、戦略

的な役割としては地域住民の日常生活支援とコ

ミュニティー強化や地域経済の活性化と新たな

収益源の創出、将来の道の駅登録を見据えた防

災機能の強化などを挙げており、まさに西和賀

町の地方創生戦略におけるハード面、ソフト面

での中心拠点として位置づけているプロジェク

トであります。 

  現状は、どこまで進んでいるのかというお尋

ねでありますが、今年度整備に向けた基本構想、

基本計画を策定することにしており、先月、同

業務の委託先を決めるためのプロポーザルを実

施し、受託事業者が決定したところであります。

既に事業者との打合せなどを始めておりますけ

れども、取りかかって間もないため、現状で進

捗状況をお伝えする段階には至っておりません

ので、どうかご理解いただくようお願いいたし

ます。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。今おっしゃった

基本構想、基本計画の策定に関してのプロポー

ザルのための資料とか、あるいは住民懇談会で

出されている資料にも書いてありますけれども、

複合拠点施設、どういう考えで設置したいのだ

ということに関しては町から示されているもの

と理解しています。例えば地域住民の日常生活

支援とコミュニティー強化であるとか、地域経

済の活性化と新たな収益減の創出、それから防

災機能なのですけれども、こういった機能をい

ろいろ持つ施設を建てたいよというときに、そ

れを住民の側が結局どういうものが建つのだと
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いうのがなかなか分からないのかなと思います。

私も文面を読んで、ああ、なるほどと思っても、

では実際どういうものなのだろうというのがな

かなか想像しにくい。複合拠点施設ですけれど

も、最初は拠点施設という形で産業間連携推進

会議からの提言であるとか、あるいは役場内部

のプロジェクトチームによる協議などを踏まえ

て立ち上がってきたものと考えています。議論

の最中であるとか、現時点でモデルとしている

ような取組とか施設というのは、あるでしょう

か。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  町がどのようなものを造ろうとしているのか

を、言わば見える化することがまさに今回の基

本構想、基本計画策定業務そのものであります

ので、先進事例調査なども含めて、これから取

り組んでいくことになっているものでございま

す。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  これからいろいろ見えてくることになる

というのは、恐らくそうなのだろうなと思うの

ですが、一方で運営について、町が現状どうい

うふうに考えているかを聞きたいと思います。

というのも、どういうものを整備するかという

のと運営を誰がやるかというのは、結構一緒に

考えていかなければいけないのではないかなと

いうふうに認識しているからです。どうでしょ

うか。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  複合拠点施設の運営主体や運営のあり方、手

法などについても、今回の基本構想、基本計画

策定業務の中で詳しく検討を行っていくことに

しているものでございます。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。基本構想、基本

計画ができてから具体的に協議していくのかな

とは私も考えておりましたが、町としてかなり

力を入れてやっていきたいという中で、運営の

主体についてはもうある程度目星をつけて動い

ていくことも一方で必要なのかなというふうに

感じています。 

  １つは、地域商社がここを運営していくとい

うことが有力な候補なのかなと私としては考え

ているのですけれども、その点については町と

してはどうでしょうか。 

議長  内記町長。 

町長  お答えいたします。 

  運営に関しましても、いろいろな事例を参考

にしながらというふうになりますが、私自身考

えております課題としましては、やはり全体を

統括して運営していくというものをかなり具体

的に念頭に置きながら、そういう調査なりをし

ていきたいと思っています。具体的には、駅長

と言われるようなイメージの方になると思いま

すけれども、そういうことが非常に大事になっ

てくるのだろうなという課題意識を持っている

ところでございます。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  まさにそうだと思います。もう今から口

説きに動かなければいけないのではないかなと

いうふうに、私としては課題として捉えていま

す。もちろん基本構想、基本計画が出てくる前

の段階ですから、最終的に固まったものが当初

の予定と違ったということはあると思いますけ

れども、その点については今後も検討を進めて

いただきたいなと思います。 

  次に行きます。町産の牧草や堆肥についてで

す。第三セクターの株式会社山の幸王国が牧草

や堆肥の生産販売も行っております。販売実績

はどの程度でしょうか。 

議長  農林課長。 

農林課長 お答えいたします。 

  山の幸王国の令和６年度の牧草の販売実績に

ついては、ロールで約226個を採草し、売上げ

で約260万円ほどとなっており、販売先は町内

が66％、町外が34％ほどとなっております。 
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  あと、堆肥の販売実績については、袋売りや

ばら売りがありますが、合計で3,197立方を製

造し、合計の売上げが約425万円ほどとなって

おり、販売先は町内が90％、町外が10％となっ

ております。 

  以上です。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。山の幸王国につ

いては、現在、町としては解散させる方向で動

いているというふうに認識しています。そうな

った場合に、牧草や堆肥の生産、販売が町内の

どこかで引き継がれるのか、引き継がれないの

であれば現在購入している人、町内での購入が

多いということでしたので、影響が出ると考え

ますけれども、町としては現状どのように認識

しているでしょうか。 

議長  農林課長。 

農林課長 お答えいたします。 

  山の幸王国の今後の動向に伴う牧草及び堆肥

の生産、販売についてですが、ＹＵＤＡミルク

の堆肥事業実施体制の構築と山の幸王国の解散

等を含む事業整理の時期がいつになるかも含め

て、現在、必要な事務を進めている状況にござ

います。 

  ご質問の牧草及び堆肥の生産、販売について

も同様に、なるべく現在の購入者に影響が出な

いように代替となる販売元の確認と検討してい

る段階となります。 

  以上です。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。販売量とかを聞

いてみると、物すごく多いというわけではない

と思いますけれども、町内で使っている方々も、

そんなに規模が多くない事業体というのが結構

これを当てにしていたかと思いますので、今後

も進展に合わせて情報を周知していっていただ

きたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

議長  農林課長。 

農林課長 お答えいたします。 

  議員今お話しのとおり、情報については、な

るべく出していって、いろいろとご相談をさせ

ていただきたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  よろしくお願いします。 

  次の質問です。インバウンドの獲得について

です。インバウンド、インバウンドと町外でも

盛んに言われていますし、町内でもインバウン

ドを獲得していかなければいけないのではない

かという話はこれまでにも出ていることかと思

います。町の展望として、インバウンドに関し

て何か具体的に今年度、こういうことをやろう

というのがまずあるかというのを教えてくださ

い。 

議長  観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  町内におけるインバウンドにつきましては、

年々増加傾向にあり、令和６年度で941人、こ

れは前年比277人の増となっております。その

方々が訪れているという状況です。インバウン

ドは、観光振興において経済効果の向上、地域

活性化、雇用創出、そして国際交流の促進に大

きく貢献する可能性があることから、町ではこ

れまでも受入れ態勢づくりの一環として飲食店、

旅館等に対するＷi―Ｆi環境整備ですとか、多

言語を含んだ観光広告整備への支援、観光協会

を主体とする受入れ対応に係る講習会の開催、

案内表示の設置の推進を行っております。 

  令和７年度につきましては、改めて観光協会

との連携によりインバウンドに対する旅館業等

の意識調査、また観光商工課に所属しておりま

すインバウンド向け情報発信にも取り組んでお

ります。地域おこし協力隊、外国人の方ですが、

実際に施設を回ってもらいながら、外国人目線

からのハード面、ソフト面に係る留意点につい

てアドバイスを行う機会を設けるなどを考えて

おります。 

  以上です。 
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議長  唐仁原俊博君。 

６番  すみません、確認ですけれども、941人、

インバウンド。これは、何、インバウンドで泊

まった人とかのカウントですか。 

議長  観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  こちらの数値は、旅館等宿泊している方とい

うことになります。 

  以上です。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。今、宿泊人数が9

41人ということでした。恐らく世の流れを見る

と、さらに増えるのかなと思います。 

  一方で、宿泊客ではなさそうだなというふう

な、どうやら外国人ぽいなという人たちという

のがほっとゆだ駅前とかで、ぷらぷらしていた

りも見ます。そういうのを見たときに、やっぱ

り着地型とかと言いますけれども、その日来て

体験できるような内容のものというのがどうい

うものがあるよという情報発信とか、努めてい

かなければいけないのだろうなというふうには

感じるのですけれども、まずやったときにどう

いうお客さんが来るかとか、うちの町のどうい

うところが喜ばれるのだろうというのは、試し

にやってみないとなかなか分からないのかなと

考えます。なので、先ほどおっしゃったように、

英語話者の地域おこし協力隊の方がせっかくい

ることですし、何らかの体験型のツアーである

とかというのをトライアルで取り組んでみても

いいのかなと思いますが、いかがでしょうか。 

議長  観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  議員のおっしゃるとおり、観光商工課に外国

人の地域おこし協力隊が着任しているというこ

ともあり、まずそういう部分からしても、そう

いうインバウンドについて対応可能な部分とい

うところを協力いただくというのはあると思っ

ています。 

  一方、地域おこし協力隊の設置の目的という

のもあって、観光商工課にもミッションがあっ

て、情報発信という部分がありますので、そう

いう部分を主体にしながら、関係性がある部分

について協力隊の意見も尊重しながら、取り組

んでまいりたいと思います。 

  以上です。 

議長  唐仁原俊博君。 

６番  ありがとうございます。うちの町として

は、これまでもキャッチコピーとして「どこに

もない四季と湯の里」というふうに打ち出して

きています。四季が売りということは、１年間

にその光景を見られるのはそのときだけだよと

いうのが非常に売りであり、またネックである

のかなと感じています。駅前で人がぶらぶらし

ているというのがありましたけれども、雪あか

りのときにも外国人の方とおぼしき方々が結構

来られていました。それに向けて、何か取り組

めることから取り組んでいったらいいのかなと

思いますけれども、お考えどうでしょうか。 

議長  答弁してください。 

  観光商工課長。 

観光商工課長 お答えいたします。 

  今、議員がおっしゃるとおり、雪あかりとか、

やっぱり外国人の方々が旅行業のツアーの中で

来てというような話は聞いております。町とし

ても、どのような形で受け入れられるかという

ところを今まさに検討している部分ですので、

そういうふうな日帰りですとかの対応について、

受入れ側のそういうふうな考えとか、あとはど

ういう形が望ましいというか、可能なのかとい

うところを突き詰めてまいりたいというふうに

考えます。 

  以上です。 

議長  以上で唐仁原俊博君の一般質問を終結し

ます。 

  ここで11時15分まで休憩します。 

午前１１時０５分 休   憩 

午前１１時１５分 再   開 

議長  休憩を解き会議を再開します。 
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  次に、登壇順４番、髙橋宏君の質問を許しま

す。 

  髙橋宏君。 

８番  登壇順が４番目となりますか。髙橋宏で

す。よろしくお願いいたします。テレビをつけ

ますと、連日スーパーでの米の値段とか、備蓄

米が放出された等々、報道されております。肝

腎の今年の米価は、どのくらいになるのか、非

常に気になるところではありますけれども、農

作業が本格化されております。町民の皆様にお

かれましては、私のようにけがなどせず、出来

高の秋を迎えられますよう、ご留意されますよ

うお願いいたします。 

  それでは、私が今回通告している質問事項は、

複合拠点施設についてと農業みらいづくり基金

についての２点でありますので、通告に従って

質問していきたいと思います。よろしくお願い

いたします。 

  先ほど同僚議員も複合拠点施設については、

質問されました。基本構想、基本計画でこれか

らというのが当局の答弁でしたけれども、ここ

に至るまでの経緯についても、併せて質問して

いきたいと思いますので、よろしくお願いいた

します。町では、今年度、複合拠点施設の整備

に向け、基本構想、基本計画策定業務を委託す

るということで、先ほどお聞きしますと業者も

プロポーザルで決定したということなようです。

これに向けては、役場庁内のプロジェクトチー

ムで検討されてきた内容を中心に業務委託する

と思われます。この検討内容と計画が実行され

た場合の町のあり方についてお伺いいたします。 

  最初に、役場庁内の拠点施設整備検討プロジ

ェクトチームの構成と会議回数をお伺いいたし

ます。 

議長  内記町長。 

町長  ただいまのご質問につきましては、担当

課長から答弁します。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  ご質問の庁内拠点施設整備検討プロジェクト

チームの構成と会議回数についてお答えいたし

ます。まず、プロジェクトチーム設置の経緯に

ついてでございますが、現在、復旧工事が進め

られております一般国道107号の全面通行止め

措置によって、道の駅錦秋湖が長期の営業休止

を余儀なくされたことから、令和３年度に道の

駅錦秋湖移転検討プロジェクトチームを設置し、

現状の課題を踏まえながら、道の駅の移転につ

いて検討を進めてまいりました。 

  しかしながら、直ちに道の駅としての移転は

困難であるという判断に至り、町が拠点施設を

先行整備する方向で検討を進め、令和３年度に

業務委託を行った移転検討調査業務の報告結果

等を基礎資料として内部で協議を進め、候補地

の基礎評価結果を町長に報告しております。 

  その後、町における道の駅のあり方、位置づ

け、持続性確保等の課題と併せ、町全体を考慮

した幅広い検討が必要との町長からの指示を受

け、現在まで移転検討プロジェクトチームにお

いて検討されてきた内容をベースに、防災拠点

や交流拠点、また将来的に町民が利活用できる

機能を有した拠点施設として整備する方針とい

たしました。これにより改めて拠点施設整備検

討プロジェクトチームを新たに設置し、検討し

ていくことにしたところであります。 

  お尋ねのプロジェクトチームの構成と会議回

数ですが、構成員としては副町長、総務課長、

農林課長、観光商工課長、建設水道課長、企画

財政課長、企画財政課担当者で構成し、座長が

副町長、事務局を企画財政課としております。

また、会議回数は、現在まで２回となっており

ます。 

議長  髙橋宏君。 

８番  令和５年10月の政策研究会の説明資料に

よりますと、令和３年５月に第１回の庁舎検討

委員会が開かれておりまして、今説明あったよ

うに、令和３年10月19日に第１回プロジェクト

チーム会議、同年11月１日に第２回、令和４年
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１月６日に第３回、令和４年４月14日に第４回、

令和４年12月２日に第５回、令和５年３月６日

に第６回というふうな資料を頂いているのです

けれども、今の説明だと３回ということなので

すが、この食い違いについてはどういうことな

のでしょうか。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 前段のプロジェクトチームにつき

ましては、候補地の基礎評価を行って、そこで

それを町長に報告した時点で前段のプロジェク

トチームは一旦役割を終えて、先ほど私２回と

答弁したのは、その後に町における道の駅のあ

り方、位置づけ、持続性確保等の課題と併せ、

町全体を考慮した幅広い検討が必要だという町

長からの改めての指示を受けて設置したプロジ

ェクトチームが２回ということでございます。 

議長  髙橋宏君。 

８番  それでは、先ほど私もらった資料の令和

４年12月２日と令和５年３月６日、これを合わ

せて２回と言うのか、あと（２）の検討された

事項についての内容についても、併せてお伺い

します。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  ２回というのは、昨年に２回開催しておりま

す。令和４年のやつは、前段のプロジェクトチ

ーム、最初のプロジェクトチームのことでござ

います。 

  それから、検討をされた事項でございますが、

先ほどの答弁と一部重複いたしますが、町にお

ける道の駅のあり方や位置づけ、持続性の確保、

さらには町全体を考慮した幅広い検討が必要と

なったことから、これまで道の駅錦秋湖移転検

討プロジェクトチームにおいて検討されてきた

内容をベースに、これが前段のプロジェクトチ

ームですけれども、検討された内容をベースに

して、防災拠点や交流拠点、また将来的に町民

が利活用できる機能を有した拠点施設として整

備するという方針でありますので、町有地も含

めた町内数か所を候補地として、立地や機能性

などについて検討を進めてきたところでござい

ます。 

議長  髙橋宏君。 

８番  様々候補地、大野地区が挙がっているよ

うですけれども、最初道の駅ということで、そ

の後、防災機能なども加えたということで、今

回の候補地が挙がってきているのですけれども、

大野地区が挙がってきた経緯と理由について具

体的にお知らせ願いたいと思います。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  これまでの答弁とまた重複いたしますけれど

も、道の駅錦秋湖移転検討プロジェクトチーム

にて検討されてきた内容をベースに、防災拠点

や交流拠点、また将来的に町民が利活用できる

機能を有した施設として整備する方針として、

拠点施設整備検討プロジェクトチームにおいて

町有地も含めた町内数か所を候補地として協

議、検討を進めてまいりました。 

  その結果、地理的に町の中央部であり公共施

設等が集約されていることから、公共交通によ

る利便性が高いこと、また道路に面した用地で

あり、拡張性を考慮した場合に広い面積の確保

が可能であることなど、総合的に優位性が高い

ものと判断し、大野地区のさわうち病院周辺を

候補地の一つとしたところでございます。 

議長  髙橋宏君。 

８番  西和賀町を見ますと、候補地エリア、広

い土地というのは、ほかにもあったのではない

かなというふうに考えるのですけれども、整備

エリアとしてほかにも候補地域があった中での

大野地区ということなのでしょうか。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  先ほどの答弁でも触れましたとおり、町有地

も含めた町内数か所を候補地としてテーブルに

のせて比較検討を行いました。これらの候補地

も含めて、現在実施中の基本構想、基本計画策
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定業務の中で改めて比較検討を行い、最終的な

候補地を決定したいと考えているところでござ

います。 

議長  髙橋宏君。 

８番  計画の中では、観光振興、産業振興の拠

点となる施設を目指すというような表現も入っ

ていると思われます。もし観光振興、産業振興

の拠点を目指すというのであれば、担当課であ

る観光商工課、農林課も、拠点施設へ移転すべ

きではないかと考えますけれども、その点の検

討についてはどのようになっているのでしょう

か。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  施設の基本理念、コンセプトの一つとして、

観光振興や産業振興の拠点化も今後検討されて

いくものと認識しておりますが、基本理念やコ

ンセプトが固まってくれば、その達成のために

必要な機能とはどのようなものかということも

検討していくことになると思っております。た

だいま議員からは、観光商工課、農林課を拠点

施設へ移転すべきではないかとのご意見であり

ますが、今我々が拠点と呼んでいるものの捉え

方といたしまして、行政組織が入っていること

が必要条件であるという認識は持っておりませ

ん。複合拠点施設は、あくまでも本町における

地方創生戦略の現場の最前線でフル回転しても

らう地域商社としての役割を期待しているもの

であります。したがって、議員がおっしゃって

いる行政機能とは性格や性質が異なるものであ

り、むしろそこは分けて考えるべきものと、現

時点では認識しているところでございます。 

議長  髙橋宏君。 

８番  私の考えと多少違いがあるようですけれ

ども、同じく防災機能の導入というふうにある

のですけれども、具体的にどのような施設を想

定しているのでしょうか。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  本施設は、将来的には道の駅への登録を目指

しており、特に国土交通省が推進する道の駅第

３ステージのコンセプトに合致する施設として

位置づけたいと考えております。これは、単な

る休憩、情報発信拠点にとどまらず、有事の際

には地域防災の拠点となり、町民の命を守る重

要なインフラとしての役割を果たすことを目指

しているものであります。想定としては、災害

発生時に町民が安心して身を寄せられる広域的

な避難スペースとしての機能、食糧や生活物資

などを計画的に保管、供給する防災備蓄物資の

拠点機能、そして正確かつ迅速な情報伝達を行

うための情報受発信拠点としての役割などを想

定いたしております。これらの具体的な施設内

容や運営体制の詳細につきましては、現在、策

定中の基本構想、基本計画において、町の地域

特性や町民のニーズを十分に踏まえ、関係機関

との連携も密に図りながら、具体的な検討を進

めてまいりたいと考えております。 

議長  髙橋宏君。 

８番  防災機能も入るということなのですけれ

ども、実際に災害が発生した場合、町の防災計

画などの組織図を見ますと、当然のことといい

ますか、町長をトップとした組織が形成される

というようなことになると思います。今のよう

な説明で、情報発信というような部分で、本来

担当するのは防災担当課が入っている総務課な

どがそこにあって運用していくというのが本来

の姿であろうと思うのですけれども、実際の災

害発生時の場合、担当課がない大野地区におい

てどのようにして運用していくのか、具体的な

現在の考えについてお伺いいたします。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  複合拠点施設に防災機能あるいは防災拠点と

しての役割を持たせようとしていることに対し、

役場の防災担当課が物理的に離れているので、

運用、運営をどのようにするのかという趣旨の

お尋ねかと思いますが、先ほどの観光振興、産
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業振興の拠点のご質問でも答弁申し上げている

ように、拠点あるいはその近くに必ずしも行政

機能が備わっていなければならないという認識

はございません。昨今の情報通信技術の発達に

より、物理的な距離があってもリアルタイムで

情報共有や緊密な連携が可能となっております

し、災害時用の強靱な通信手段を確保、整備す

ることで、役場の防災担当課と防災拠点との間

のコミュニケーションは十分に担保できるもの

と考えております。また、災害発生の際に、役

場庁舎に置かれることになる災害対策本部が情

報集約と意思決定を行い、災害拠点ではその指

示の下で現場、活動拠点として機能するという

役割分担を明確にすることで、効率的な連携が

可能になると考えております。 

議長  髙橋宏君。 

８番  実際、大規模災害が起こった場合、今担

当課長が言われるように、情報システムの構築

によって、離れていても問題がないということ

だったのですけれども、このようなことを想定

した中で今ある消防無線とかというようなもの

を使って、距離が離れていても、こういう大規

模災害には問題なく対応できるというようなシ

ミュレーションといいますか、そういうような

ことを行ったというような経験は今まであるの

でしょうか。 

議長  総務課長。 

総務課長 お答えします。 

  直近ではないのですが、ちょっと二、三年前

なのですけれども、消防署の２階に本部との連

絡スペースを設けまして、まさにデジタルとい

いますか、テレビ画面を利用した中での指示、

被災地支援といいますか、そういった運営面で

の準備といいますか、そういった対応はしたこ

とがございます。 

議長  髙橋宏君。 

８番  大規模災害の場合には、想定外の情報が

錯綜して正確な情報がということがよく聞かれ

ますので、こういう大規模災害はないにこした

ことはないのですけれども、そういうシミュレ

ーション等も今後行うのであれば、関係機関と

協力して行っていっていただきたいというふう

に思っております。 

  （８）番のほうに移りたいと思います。小学

校の解体の決定が、第一小学校、貝沢小学校に

ついては、解体するという方向性が出されてお

ります。しかしながら、今年度予算の中では、

なかなか費用がかさむということで解体は進ま

ないというふうに聞いていますけれども、そう

いう予算がない中、今回の施設はそれよりも優

先されるべき施設というふうな考えなのでしょ

うか。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  改めて申し上げるまでもなく、本町が直面す

る人口減少、少子高齢化、そしてそれに伴う地

域経済の活力低下への対応は喫緊の課題であり

ます。この状況を打開し、町の持続的な発展を

目指すためには、新たな人の流れを生み出し、

地域経済を活性化させる起爆剤となる戦略的な

プロジェクトへの集中的な投資が不可欠である

というのが現状における町としての認識であり

ます。複合拠点施設は、単なる箱物整備にとど

まらず地元産品の販路拡大、新たな雇用の創出、

観光客誘致による交流人口の増加など、地域経

済への波及効果が大いに期待されるものであり、

特に道の駅登録を目指すことで広域からの集客

力向上や、町のブランドイメージ向上が見込ま

れるものであります。また、地域住民の交流の

場、情報発信、収集の拠点、さらには防災拠点

としての機能も視野に入れており、町民生活の

質の向上にも貢献するものと考えております。

この施設が核となり、新たなビジネスやサービ

スが生まれることで、若者や子育て世代にとっ

ても魅力あるまちづくりを進め、将来的に税収

増や地域活力の維持向上につながることも目指

しているところであります。このように、複合

拠点施設の整備は、町の未来を切り開くための、
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言わば攻めの投資であり、効果は町全体に及ぶ

ものと考えております。この戦略的重要性から

最優先課題として位置づけているところであり

ます。 

  一方で、ご指摘のとおり、旧小学校をはじめ

とする未利用公共施設等の解体が進んでいない

現状は、町としても重要な課題と認識しており、

これらの施設は維持管理コストの問題に加え、

景観や安全面での懸念もあります。しかしなが

ら、これらの施設の解体には、多額の費用が必

要となり、現在の厳しい財政状況の中で全ての

未利用施設を速やかに解体することは困難な状

況にあります。厳しい財政状況下で事業を選択

し集中投資していくためには、費用対効果や将

来への波及効果を慎重に比較検討する必要があ

ります。未利用公共施設等の解体は、維持管理

コストの削減や安全確保という重要な意義はあ

りますけれども、それ自体が新たな価値や収益

を生み出すものではありません。これに対し、

複合拠点施設の整備は未来への投資であり、成

功すれば地域経済の活性化を通じて税収増にも

つながり、町の将来的な発展と財政基盤の強化

に資する取組を優先的に実施することが、結果

としてほかの課題解決にもつながると考えてお

ります。もちろん未利用公共施設の解体をおろ

そかにするわけではなく、複合拠点施設の整備

と並行し解体の必要性や優先順位を精査し、財

源の検討や段階的な解体計画の策定など、可能

な方策を引き続き検討してまいりたいと考えて

おりますので、ご理解いただくようお願いいた

します。 

議長  髙橋宏君。 

８番  昨日の同僚議員の財政の質問の際にも、

町長から何もしないのが単なる財政維持だけで

はないというようなお話で、今説明あったよう

に、攻めのお金の使い方というのは当然あって

必要ですし、その点については理解を示します。 

  また、解体が進まないという中でという今担

当課の説明がありましたけれども、今年度、総

務省のほうでは廃校など、使わなくなった公共

施設を解体する自治体の負担軽減を後押しする

ということで半額程度国が配る地方交付税で手

当てする、公共施設の適正化に向けた計画策定

などを要件に支援するというような案が出され

ているようですけれども、このようなことも視

野に入れた中での解体について進めていくとい

うことなのでしょうか。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  ただいま議員からご紹介あったお話、総務省

の方針につきましては、町としても把握をして

おります。当然そのような財源を検討する上で

は、そうしたできるだけ有利な財源というもの

が不可欠でございますので、そうした検討も併

せて行っていきたいと考えているところでござ

います。 

議長  髙橋宏君。 

８番  一番最初に、複合拠点施設といいますか、

道の駅を将来的に考えているというような話で

した。これについてのきっかけ的質問になった

のが私の質問ということも、政策研究会の中な

どであったのですけれども、ただ私が当時質問

した思いと、今回の計画にちょっと私の中では

違いがあるなというような考えがあったので、

今回の質問に至った点もあるのですけれども、

今後大野地区に複合拠点施設が整備された場

合、先ほどから聞いているように行政施設が来

ないと、現時点でそこまでは考えていないとい

うことであれば、大野地区は町にとってどのよ

うな位置づけとして今後なっていくのでしょう

か。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  仮に大野地区に複合拠点施設が整備された場

合の大野地区は、町にとってどのような位置づ

けになるのかというお尋ねでございますが、同

地区は地理的にも本町のちょうど中央部に位置

し、周辺には防災面における重要な連携機関と
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なる町立病院や消防署のほか、金融機関、社会

福祉施設、給食センターなどの公共的な施設が

集中している上、町内で唯一、町民バス、おで

かけバスの全路線の経由地になっていることか

ら、住民利用の利便性に非常に優れているエリ

アであると考えております。さらには、近傍に

は、保健子育て包括支援拠点施設として、保健

センターが複合拠点施設に先駆けて整備される

予定であり、既存の各種施設と併せて、当該エ

リアは町全体のグランドデザインを描く上でも

戦略的な意義を持つエリアになるものと認識を

しているところでございます。 

議長  髙橋宏君。 

８番  大野地区がいろんな意味で当町中心の戦

略的エリアという点については、私も同じよう

な考えがあるのですけれども、今後の質問事項

もありありますので、質問を続けていきたいと

思います。 

  （10）番の町全体を考えた場合の影響につい

ての１番として、貝沢地区を中心とする北部開

発の計画が数年前からあります。そこでも産直

のような施設とか、様々計画があるようですけ

れども、北部開発の影響について、大野にこの

ような複合拠点施設ができた場合の影響につい

てはどのようにお考えなのでしょうか。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  ただいま議員からは、複合拠点施設が整備さ

れ営業が行われることによって、現在計画中の

北川舟地区の新たな地域振興施設への影響はな

いのかという趣旨のお尋ねかと推察いたします

が、北川舟地区に限らず、町内にはほかにも産

直などの既存の施設があります。複合拠点施設

の整備によって、町内の既存の産直施設などへ

の影響を懸念する声があるということは十分に

理解をしております。 

  しかし、この取組は、既存施設のお客を奪う

のではなく、これまで西和賀町に足を運んでい

なかった新たな人たちを呼び込むことで地域全

体の活性化を図る取組であると考えております。

複合拠点施設は、これまで西和賀町を訪れるこ

とのなかった層、特に広域からの観光客や新し

い顧客層を呼び込むための大きな仕掛けになる

と考えており、例えば魅力的なレストランや観

光案内、イベントスペースなどを通じて、これ

まで町の魅力に気づかなかった人たちにアピー

ルをし、来訪を促すことができると考えており

ます。そうすることで、町全体の観光や交流人

口のパイが拡大し、西和賀町を訪れる人の総数

が増えるということになります。複合拠点施設

で町の魅力を知った人たちがもっと深く町の産

品に触れたいと感じ、ほかの産直施設にも足を

運ぶようになると思われます。複合拠点施設が

町内の様々な場所へ人を誘導する役割を果たす

ことが期待され、町全体の周遊性が高まるもの

と考えております。 

  このように、新しい複合拠点施設は、従来か

らの需要を奪うのではなく、町の外から新たな

需要を取り込むという視点に立ち、結果として

既存の産直施設等にもプラスの影響をもたらす

ことを期待しているものであります。 

議長  髙橋宏君。 

８番  既存のといいますか、北部開発について

はまだ計画段階で、具体的なものができつつあ

るという状況だと思うのですけれども、西和賀

町、決して交通の便といいますか、どこから来

る人によるかもしれないのですけれども、近い

地域ではないと思われます。一度、例えば北の

ほうから来た方が貝沢地区のそういう施設に入

って、その方がさらにまた大野まで行ってみよ

うとか、逆に大野まで行って寄った人が帰りに

はやっぱりまた貝沢地区にも寄ってみようとか

というふうな発想になるためには、やはり大野

地区に造るものと北部開発でやるものの違いが、

町民にも、また来る方にもはっきりとした違い

があって、こっちにも来るし、また帰りにも寄

ってみようとか、寄ったけれども、さらに足を

伸ばそうとかということにならないと、なかな
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かどちらか一方だけで終わるのではないかとい

うような不安も、いろいろ施設を抱えている人

にはあると思います。今、担当課長からもいろ

いろ話があったのですけれども、イベントなど

は、そんなしょっちゅうやるものではないのか

なという気もしますし、そういう点において運

営する人たち、町民にも利用する人たちにもは

っきりとしたコンセプトの違いを、こうなのだ

というようなものを示していくべきだと思うの

ですけれども、その点については先ほどの説明

と重複するのでしょうか。 

議長  内記町長。 

町長  お答えいたします。 

  今の状況でのご心配、ご指摘のとおりだと思

います。また、一方で、狙いとしましては、先

ほど課長から申し上げたとおりでございます。

にぎわい創造と私自身言わせていただいており

ますけれども、そういうことであります。そう

した中で、各産直なり、あるいはそれに類似し

たお店といいますか、そういうものについては

各それぞれでやはり挑戦していただける、そう

いう舞台づくりがまさに行政の役割だというふ

うに思っております。 

  既存の例で恐縮ですけれども、産業公社で結

ハウスありますけれども、そこでソフトがすご

く売れて来客が来ているとか、やはりそれぞれ

お店なり産直なりの個性というものをできるだ

けそれぞれの事業主体が出していただくと。そ

うした中で、それぞれ特色を出し合って盛り上

げていく、そういうような状況づくりに、まず

は行政として挑戦させていただきたいと、そう

いう考えでございます。 

議長  髙橋宏君。 

８番  繰り返しになりますけれども、運営する

住民、また来る方にもそういう違い、西和賀に

はこんないろんな魅力あるということを事業者、

関連する方々とも調整し合いながら、どちらの

施設もやはり町外の人が来てくれるような施設

に発展していただくような方策を取っていただ

きたいと思います。 

  先ほど担当課長からも話があったように、保

健センターが先行して大野地区に建設される計

画があります。健康福祉課が大野地区に移転し

ますと、沢内庁舎には町民課と農林課、農業委

員会事務局しか残りません。これでは、私が感

じるというか、町民も感じるのではないかと思

うのですけれども、分庁制というよりも、湯田

庁舎の本庁舎と沢内太田地区の支所というよう

な感じになってしまうのではないかというふう

に危惧しております。このような状況になるこ

とを想定した中でも、なお分庁制を続けるとい

うふうな方向なのでしょうか。 

議長  総務課長。 

総務課長 お答えします。 

  湯田庁舎及び沢内庁舎は、令和４年度に庁舎

改修が終了し、建物の長寿命化を図ったところ

でございます。今後も公共施設の有効活用とい

う観点から大切に使い続けていく方針に変わり

はございません。町では、保健センターの建設

を計画しておりますが、沢内庁舎に配置する健

康福祉課が移るとした場合、その見直しは機能

や目的に合わせ職員配置の適正化を図るもので

ございます。沢内庁舎の位置づけ自体を支所と

するようなことは、現時点では考えてございま

せん。引き続き、分庁舎として必要な機能はし

っかりと維持しながら、町民サービスの向上に

取り組んでまいりますので、ご理解いただきた

いと思います。 

議長  髙橋宏君。 

８番  この前の議会でも、町長としては分庁舎

制を続けるというようなことを答弁されていま

すし、庁舎改修がされてからまだ日が浅いとい

うのも理解しております。ただ、何度かここで

も申し上げているのですけれども、利用する町

民からしますと、今度大野地区にこのような拠

点施設、その前に保健センターができて、そこ

に用事がある方、病院がもともとありますし、

そこに行く方と、あとは沢内庁舎には農林課と
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窓口的町民課というだけで、あとほかについて

は湯田庁舎であると。町民が３か所歩き回るよ

うなことになっては、せっかく建物を造っても、

これは町民のために本当になっていくのかなと

いうような感じがいたします。また、歴史的に

旧湯田地域は観光に力を入れる地域で、旧沢内

のほうが農地があって農業振興が盛んというよ

うな、そういう歴史的背景はあるとは思うので

すけれども、それは合併前のことであって、合

併してからは観光、商業にとって農業も必要で

すし、農業にとって、そういう観光客も決して

不要なものでもないというふうな考えでいきま

すと、あまりにも何か所にも分けるというのが、

これは町民にとっても決していいものではない

のではないかなというふうに考えるのですけれ

ども、重ねての質問になってしまうのですけれ

ども、基本的には分庁制を続けるというお考え

なのでしょうか。 

議長  内記町長。 

町長  お答えいたします。 

  制度といいますか、この状態がどうなのかと

いうご質問かというふうに捉えさせていただく

と、経過からしまして未来永劫このままでとい

う見通しは、私自身つけられるものでありませ

んが、現状を踏まえ、また各地域の実情を踏ま

えた場合に、当面においてはこういう形で運営

させていただきたいというふうに考えていると

ころでございます。 

議長  髙橋宏君。 

８番  このことについては、いろいろ考えの相

違もありますので、いろんな角度からまた質問、

意見していきたいと思いますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

  次の質問に移りますけれども、農業みらいづ

くり基金についてお伺いいたします。 

  農業みらいづくり基金については、今年度初

めて稲発酵粗飼料生産体制整備事業に利用され

ました。ＷＣＳ専用機などが購入される予定で

す。これについては、５年水張り問題に対応す

るための事業であるというふうに理解しており

ます。５年水張り問題が農水省等々、国の方針

転換で解消される見通しの中で、主食用米が高

値で取引されております。この基金の利用の検

討について、検討状況についてお伺いいたしま

す。 

  交付金対象のＷＣＳ専用機の購入に基金が利

用された後は、これからは主食用米栽培の基金

利用も必要ではないかと考えます。令和７年３

月の定例会の一般質問でも述べたように、ＪＡ

の施設であるＤＡＧの存続が危ぶまれておりま

す。支援の検討について、その後の進展がある

のかお伺いいたします。 

議長  農林課長。 

農林課長 お答えをしたいと思います。 

  農業みらいづくり基金を活用したＷＣＳ専用

機等の導入事業については、前回の議会でご承

認いただき事業展開に向けて取組が進められて

いる状況にございます。この事業については、

５年水張り問題に対応するための事業としての

位置づけもさることながら、今後の水田活用に

おいて大きく需要が見込まれるＷＣＳの栽培技

術と、その体制を町内の栽培農家及び経営体に

おいて構築することを目的とした事業に対して

補助することといたしたものでございます。ま

た、水田活用の一つの方向性を見いだすことに

より、畜産経営体の粗飼料確保のために町内の

耕種農家と畜産経営体が連携することにより、

栽培体制を構築することも目的としております。 

  基金につきましては、個別の事業への収入補

填的な事業としての位置づけによる活用という

のではなく、政策の達成に向けて、今後必要と

なる経費での捻出に活用するべきではないかと

考えております。 

  主食用米栽培対策への支援とのことですが、

今後、国から出される令和９年度以降の水田活

用に係る施策を見ながら、必要な対策について

検討し、必要に応じて対応していくこととなる

と考えております。 
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  また、ＤＡＧセンターの存続問題に関しては、

存続について、直接の方向性についての報告は

現時点ではありませんが、稼働率を上げるため

の取組について農家及び農業経営体に対して要

請し、利用率向上に努力している状況にござい

ます。このことからも、今後の状況の変化につ

いて注視していきたいと考えております。 

  以上です。 

議長  一般質問の途中でありますが、ここで午

後１時まで休憩いたします。 

午前１１時５６分 休   憩 

午後 １時００分 再   開 

議長  休憩を解き会議を再開いたします。 

  髙橋宏君。 

８番  ＤＡＧ施設について、担当課長から答弁

をいただきました。担当課長申しますように、

現時点で３月にも質問しましたし、農家、経営

体に対して利用効率に向けた努力をしていると。

そもそもＤＡＧ施設というのは、ＪＡの持ち物

でありますし、ＪＡのほうとしての企業努力と

してこのようなことをするのが基本だとは思い

ます。 

  しかし、私が心配しているのは、単にＪＡの

施設ということだけでなく、もちろんＤＡＧ乾

燥施設がなくなった場合、ここを利用している

比較的小さい農家の方々が農業、稲作農家から

撤退するのではないかという心配が１点と、Ｊ

Ａ自体、ＤＡＧ施設というのはある意味、営農

部門のシンボル的施設ではないのかなというよ

うな思いがあります。もしＤＡＧ施設が利用さ

れなくなりますと、営農部門、ただでさえも農

業振興減ってきておりますし、そういう中でＪ

Ａの中の営農部門がもし北上、花巻のほうに吸

収され撤退するようなことがありますと、担当

課として今春先の営農計画の作成等々、交付金

について、あとは農業再生機構の事務等、非常

に農林課とは関わりが強い職員といいますか、

仕事上、関わりが非常に多くなっていると思い

ます。そういう方々がもし北上、花巻のほうに

行ってしまったりすると、それは農家もそうで

すし、担当課としても非常に影響が大きいので

はないかと、そういうことにつながらないのか

なというような懸念もあっての質問なのですけ

れども、そういう点の懸念について、担当課と

してはそのような検討はされていないのでしょ

うか。 

議長  農林課長。 

農林課長 お答えをしたいと思います。 

  議員がお話ししているとおり、ＤＡＧセンタ

ーをはじめ、営農部門が町内から撤退というよ

うなことになれば、それは影響というのは非常

に大きなものがあると思います。ですが、今の

段階でそうなったらどうしようというのを危惧

するのではなくて、まずそうならないように町

としても努力していかなければならないですし、

ＪＡさんのほうからも努力をしていただくとい

うことになるのではないかなと考えておりまし

た。 

  以上でございます。 

議長  髙橋宏君。 

８番  引き続き、関係機関、ＪＡ側との話合い

等、検討を進めていっていただきたいと思いま

す。 

  （２）の質問に移ります。町の基幹産業であ

るリンドウは、法人化している大規模経営体も

あるのですけれども、まだまだ小規模農業者が

多く、若い世代の方も経営されております。若

い世代の方々が希望を持てるよう、資材、運送

等への補助が必要と考えますけれども、町の対

応について伺います。 

議長  農林課長。 

農林課長 お答えをいたします。 

  西和賀のリンドウは、昭和43年に栽培が始ま

り、農家の努力により町の基幹作物として販売

実績を持つ産地でございます。栽培農家につい

ては、若い人たちも頑張っていますが、全体的

には高齢化により栽培農家は減少傾向となって

おります。ただし、１戸当たりの販売額は500
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万円と伸びており、リンドウは高収益作物であ

ることから、重点作物の一つとして支援してい

るところでございます。個人で経営をされてい

る小規模農家については、本町における基幹作

物であるリンドウの栽培体制の維持に欠かすこ

とのできない存在であると認識と認識しており

ます。 

  町では、リンドウの栽培促進と安定した供給

体制の構築を目的として、西和賀町農業振興セ

ンターにおいて独自品種開発を中心とした活動

を実施しております。 

  個別の農家への対策として、新植される苗の

購入費補助をはじめとし、新植定植者堆肥助成

及び高温障害対策事業費助成並びに出荷資材費

補助金等について実施しており、リンドウ農家

への支援は県内でも高いレベルにより実施され

ているものと考えております。また、運送費に

関しては、ＪＡさんがチャーター便の活用で直

送輸送を行いコストの低減を図るなど、関係機

関がそれぞれ経費を抑える取組をしています。 

  今後もリンドウ事業について安定した形で事

業継続していくことを目的とし、ＪＡ西和賀花

卉組合等とも協議しながら、例えば共同出荷、

共同作業による取組と生産体制の維持向上を目

的とした事業展開等も視野に推進してまいりた

いと考えております。 

  以上です。 

議長  髙橋宏君。 

８番  ありがとうございます。今、担当課長言

われましたとおり、共同出荷については私も何

度か質問しました。ただ、現場的には、いろい

ろちょっと温度差もあるということで、導入に

はまだまだ超えなければいけないハードルもあ

ろうかと思いますけれども、今言われたとおり、

様々補助をいただいております。そんな中でも、

西和賀にとって本当に基幹産業でもあるという

認識を持っていただいて、これからも支援は続

けていっていただきたいと思います。 

  最後の質問になるのですけれども、（３）の若

い方が農業分野に参入していく際、イチゴ栽培、

ワラビ栽培、羊の飼育など、今後も定着した経

営ができるよう支援が必要だと考えております。

農業みらいづくり基金の活用方法も含めた町の

対応について、お伺いいたします。 

議長  農林課長。 

農林課長 お答えをいたします。 

  農業と一言で言うのは簡単でございますが、

議員ご指摘のとおり、土地利用型作物のみなら

ず種類は多岐にわたります。本町においても、

１次産業としてだけではなく、６次産業化とし

ての事業展開も含めた経営をされている農家や

事業体がおられます。ＳＮＳ等を活用した販売

戦略も、現在は当たり前となりました。今年４

月に発行された議会だよりナジョスンベで取り

上げていただいた若手農業者座談会では、とて

も前向きな発言が多く、こういった若手の意見

や要望を農業政策に生かしていきたいものと考

えております。また、農業関係の地域おこし協

力隊も増加していることもありますので、どう

いった形で若い力の支援ができるかを新規就農

者支援制度等の制度も十分活用し、他町村の例

も参考にして検討してまいりたいと思います。 

  以上です。 

議長  髙橋宏君。 

８番  議会だよりのほうで掲載されたことも参

考にしていただいて、非常にありがたいと思い

ます。議会だよりを読んでも分かるとおり、や

はり我々の感覚とまた違って、農業、人手が少

なくてピンチだという考え方の一方で、これは

チャンスではないかというような発想もありま

した。これは、やはり若い方々の感性でもあり

ますし、そういう方々を呼び込むチャンスでも

あるのかなとは思っております。地域おこし協

力隊の利用等ももちろんそうですけれども、全

員とは言いませんけれども、こういう若い参入

する方々、それぞれの思い、それぞれの得意分

野があって、なかなか同じような支援というの

は難しいかもしれないのですけれども、役場、
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役所ができることとして基金の活用もそうです

し、制度上の説明等々だと思います。新規就農

の方とか、こういう方々、使えるようなこんな

制度があるから、こういうのを利用してみては

というような、そういう情報提供をしていただ

ければ、あとは若い方々それぞれの感性、それ

ぞれの得意分野で活躍されると思いますので、

そういう情報発信を中心に、こういう方々との

コミュニケーションを深めていくということも

必要だと思いますけれども、その点を重点に置

きながら進めていただきたいと思います。担当

課として、その辺についてのお考えがあればお

伺いいたします。 

議長  農林課長。 

農林課長 お答えをしたいと思います。 

  いずれお若い方々、新規就農の方含め、町外

から入ってくる方々いらっしゃるわけです。皆、

それぞれの感性というか個性がございます。個

性あるのが普通であって、みんな一緒であれば、

それはそういうものではないと思っております。

そういった方々の活動に資するように、町のほ

うとしては、当然新規で入ってくる場合は、ほ

ぼ100％農林課というか、町のほうに相談もご

ざいますので、その際は丁寧にこちらでも分か

る情報については提供して、いろいろその方の

思いとか、そういったものも聞き取りながら、

進めてまいりたいと考えております。 

  以上です。 

議長  髙橋宏君。 

８番  ２つの質問をしたわけですけれども、複

合拠点については、町長もおっしゃられたよう

に、いろいろ厳しい状況でもあるけれども、町

としてチャレンジするという精神での事業とい

うことでしたし、農業についても人手不足を嘆

くばかりではなくて、そういう若い芽があると

いうことに視点を向けながら、これからも進め

ていっていただきたいと思います。 

  私の一般質問は、これで終わりにしたいと思

います。どうもありがとうございました。 

議長  以上で髙橋宏君の一般質問を終結しま

す。 

  続いて、登壇順５番、真嶋実君の質問を許し

ます。 

  真嶋実君。 

２番  議席番号２番、真嶋実です。本定例議会

最後の一般質問になります。よろしくお願いい

たします。 

  まず、１番目の質問です。職員提案制度につ

いて。西和賀町職員提案制度は、令和５年４月

１日に実施規程が施行されています。西和賀町

職員提案制度が整備された背景と経緯を伺いま

す。 

議長  内記町長。 

町長  ただいまの質問につきましては、担当課

長から答弁します。 

議長  総務課長。 

総務課長 お答えします。 

  町の職員提案制度につきましては、職員が行

う全般の業務について、現場を熟知する職員一

人一人の知見や創意工夫を積極的に奨励するこ

とにより、行政運営の効率化や住民サービスの

向上を図ることを目的に整備したものでござい

ます。背景としましては、限られた人員と財源

の中で、住民の多様なニーズに柔軟かつ迅速に

対応していくためには、職員が自ら課題を見つ

け、よりよい方法を考えて実行していく姿勢が

これまで以上に重要になってきたところにござ

います。こうした状況を踏まえまして、第２次

西和賀町行政改革大綱に事務事業の見直しを項

目立てし、職員提案制度の導入を取組事項とし

たところでございます。その後、庁内検討を進

め、令和５年４月１日に職員提案制度を正式に

導入いたしました。制度の整備に当たっては、

他自治体の先行事例も参考にしつつ、制度設計

を行ったものでございます。提案の対象は、事

務の効率化、住民サービスの向上、経費の節減、

職場の安全衛生など幅広く、提出された提案に

ついては庁内で審査、評価を行い、実現可能性
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の高いものは速やかに導入に結びつけてござい

ます。 

  今後もこの制度を通じて、職員の主体性と創

造性を生かし、住民福祉の向上につなげてまい

りたいと考えております。 

議長  真嶋実君。 

２番  ありがとうございます。私が事前に調べ

た中では、行政改革審議会、平成29年３月に、

翌年度ですか、平成29年度実施予定というふう

に答えられているように記憶しております。実

際に施行されるまで６年ほどかかっておりまし

て、ここの経過がどうなっていたのかなという

一つの疑問が残っております。ただ、今日は、

そこのところをあまり詮索するということでは

なく、ここの点については昨年の９月の定例会

で質問させていただいた内部統制制度でも似た

ように、委員会あるいは監査に対する回答が実

際実施されるまでにかなりの時間がかかってい

るというような事例があるということをここで

申し述べて、本論のほうに入らせていただきま

す。 

  （２）になっておりますけれども、規程の施

行から２年が経過していますけれども、実施規

程施行後の運用状況、実績についてお伺いしま

す。 

議長  総務課長。 

総務課長 運用状況と実績についてお答えします。 

  初めに、運用開始した令和５年度は、15件の

提案がございました。そのうち３件が採用とな

ってございます。採用された案件の内訳であり

ますが、１つ目は事務事業の能率向上、庁内コ

ミュニケーションの効率化を目的とした提案で、

自治体専用ビジネスチャットツールの導入でご

ざいます。 

  ２つ目は、町民サービス向上につながる手段

としての提案で、町の公式ＳＮＳの開設による

情報発信の強化でございます。 

  最後に、３つ目は、職場の安全衛生及び環境

の向上面での提案ということで、生理休暇の名

称変更によって利用しやすいものにするという

ような内容でございました。 

  次に、令和６年度でございますが、６件の提

案がございまして、そのうち１件、採用となっ

てございます。この提案は、住民の利便性向上

を目的としてございまして、町の公式ホームペ

ージに申請書の様式と記載要領をセットで全て

を一覧で掲載できるという、そういった内容で

ございます。現在、実装に向けて準備を進めて

いるという内容でございます。 

議長  真嶋実君。 

２番  現場を知る職員が提案した中で、採用さ

れた案件が出てきているということは、非常に

重要なことではないかなと思っております。ま

た、その一方で、提案されながら、なかなか採

用にならなかった案件も多くあると思いますが、

そういう案件について不備があったり、現状で

実行不可能ということもあるかと思いますけれ

ども、そういう提案に対するフィードバックと

いうようなことは行われているでしょうか。 

議長  総務課長。 

総務課長 お答えします。 

  初めに、提案の採否についてちょっとご説明

をさせていただきます。提案の採否については、

職員提案制度の実施規程に規定してございます

とおり、提案のあった方に、職員の方に採択、

不採択の通知をしてございます。採用された提

案については、結果を職員に公表するというこ

とで、今お話しした内容を公表させてもらって

ございます。ただ、提案者がちょっと所属とか

氏名公表を希望しないよという場合には、そこ

はしないという形の実施規程になってございま

す。不採択の場合も通知をするわけなのですが、

そこに不採択となった内容をもう少しちょっと

詰めてほしいとか、この辺はちょっと内部調整

で可能な案件だよというようなことを記載した

上で通知をして、不採択だよという形でフィー

ドバックさせてもらってございます。 

議長  真嶋実君。 
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２番  ありがとうございます。やはりなかなか

簡単に採用難しい案件、いろいろあると思いま

す。ただ、そういう中で、今は、国の制度等と

の整合性というようなことで、なかなか採択に

ならないようなものもあるかと思いますが、一

方で国自体の制度がかなり大きく変わっている

状況もあると思いますので、提案されたものを

受けて審査して、それで１回で終わるというこ

となく積み上げていくというような仕組みが必

要ではないかなと思いますけれども、ご意見を

いただきたいと思います。 

議長  総務課長。 

総務課長 議員ご指摘のとおりでございまして、

一度提案もらったものを不採択という形にする

わけですけれども、それで終わりというわけで

はございませんので、再度ブラッシュアップし

た形で提案していただきたいということは、そ

ういった環境づくりもしながら、今後も進めて

いきたいというふうに思ってございます。 

議長  真嶋実君。 

２番  昨日の同僚議員の質問でも触れられたと

おり、財政の硬直化が町にとって大きな課題と

なる中、職員の人件費については単に経常的、

固定的費用と捉えるだけでなくて、職員のやる

気を受け止め伸ばす仕組みの中で、成果、効果

を高めていく仕組みとして職員提案制度という

ものは非常に重要な制度ではないかなと考えま

す。１年目と２年目で、どうしても案件、数は

減ってくるのはやむを得ないかもしれませんが、

せっかくの制度が打ち上げ花火的に終わらない

ように、有効に機能していただくために、継続

的な検証や対応が必要だと思いますけれども、

今後の制度運用の方向性についてさらなる改善

など、考えがありましたら、お聞かせください。 

議長  総務課長。 

総務課長 お答えします。 

  ちょっと繰り返しになるかもしれませんが、

今後も職員が提案しやすい雰囲気づくりであっ

たり、実際に採用された提案の周知、共有を図

りながら、提案しやすい雰囲気づくりをやっぱ

り盛り上げていくという形を進めていきたいと

いうふうに考えてございます。 

議長  真嶋実君。 

２番  ありがとうございます。 

  それでは、２番目の質問に移ります。ＡＩオ

ンデマンドバス運行について、ＡＩオンデマン

ドバスは、運行開始から３か月が経過しており

ます。ＡＩオンデマンドバスの導入の成果と課

題について伺います。 

  まず初めに、バスの利用状況は、システムの

導入前後でどのように変化したかお知らせ願い

ます。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  まず、ＡＩオンデマンド交通システム導入後

のバスの利用状況について、３月３日の運行開

始から５月31日時点における利用者数ですが、

延べ376人となっており、１日平均では6.2人が

利用しているところであります。システム導入

以前においては、今回ＡＩオンデマンド交通に

切り替えたおでかけバスの午前２便目及び午後

１便目の利用状況について、１日平均11.1人が

利用していたことから、今回のシステム導入初

期においては利用が伸び悩んでいる状況にあり

ます。 

  なお、一方では、同期間における町民バス全

体の利用者数は、県道１号バス利用者の増加な

どにより増加しており、町民のバス利用自体が

減少しているものではないことから、今後ＡＩ

オンデマンド交通と県道１号バスとの利用の相

乗効果を図り、運行の効率化及び町民バスの利

用促進に取り組んでまいりたいと思っておりま

す。 

議長  真嶋実君。 

２番  数字的には、分かりました。その上で、

例えば利用形態といいますか、利用者が通院、

買物あるいは通勤、また町外からの観光などの

利用と、そういうような形態がどういう動態に
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なっているかというのは分析が行われています

か。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  ただいま議員のご質問にあるような詳しい分

析等は行っておりませんが、今回のＡＩオンデ

マンドバスにつきましては、やはり通院利用、

さわうち病院から乗車するという方が一番最も

多い状況にあるということは把握してございま

す。 

議長  真嶋実君。 

２番  なかなか分析難しいことは理解しますが、

目的地等などからある程度の分析というのがで

きてくるのではないかなと思いますので、今後

そういう点も気をつけていただければなと考え

ております。 

  では、続いて３か月の運行から見えてきた課

題は……ごめんなさい、先に進みましたか。（２）

番です。事前に想定していた新システムの利点

は、現在十分に発揮されていると考えますか。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  今回のＡＩオンデマンド交通システムの導入

においては、おでかけバスの利用においてバス

の時刻が合わないことなどにより、お出かけに

不便を感じるとのアンケート結果を踏まえ、利

用者のニーズに合わせた公共交通サービスの導

入を目指して今般のシステム導入を行ったとこ

ろであります。これにより従来利用できなかっ

た曜日や運行経路、利用時間をニーズに合わせ

て運行できるようになり、利用者の掘り起こし

及び利用促進、さらにはバスの運行最適化によ

る経済合理的な運行を行うことができると見込

んでおります。システム導入後の利用状況は、

先ほど答弁申し上げたとおりですが、現時点で

は新システムの導入初期のため、これらの成果

について評価することは困難であることから、

引き続き様々な機会を捉えて、町民のご意見を

丁寧に伺ってまいりたいと考えているところで

あります。 

議長  真嶋実君。 

２番  ３か月でまだ評価、結論を出すのは難し

いということだとは思いますけれども、実際に

システムが動き出してから町民、利用者の評価、

声というようなものは集める努力はされている

でしょうか。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  まず１つは、集落支援員を通じて、そういっ

た声は寄せられておりますし、あとは要請に応

じて、これまでも何回か出前講座のような形で

集会のところに担当者が訪問して、ＡＩオンデ

マンド交通の説明をさせていただいた折にも、

いろいろ町民の方から様々な声はお寄せいただ

いているところでございます。 

議長  真嶋実君。 

２番  では、（３）に入りますけれども、そのよ

うな声を受けた上で、運行して見えてきた課題

とは何でしょうか。その上で、改善に向けて、

すぐにできることはどんなことがあるでしょう

か。また、解決に時間を要する課題は、どのよ

うなことがあるでしょうか。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  これまでの運行における課題として、ＡＩオ

ンデマンド交通の利用状況が伸び悩んでいるこ

とからも、従来の予約不要の定時定路線での利

用に慣れた町民にとっては、予約をしてバスに

乗車することへの抵抗感があると考えられるこ

とや、一部の時間帯においては予約がしづらい

時間帯があり、利用を諦めてしまうケースなど

もあると認識をしております。そのため、まず

は、ＡＩオンデマンド交通を一回でも利用して

いただき、利用に対する抵抗感をなくしていく

ことが重要と考えており、町としてはこれまで

に町立さわうち病院での住民説明窓口の設置や、

集落支援員による相談受付などの対応を行って

おり、またこれまでに各地域における出前講座
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を５回開催し、町民の皆様の予約手続の理解促

進を図っているところであり、引き続き様々な

機会を捉えて丁寧に説明を行いながら、周知を

図ってまいりたいと思っております。また、町

として積極的に利用者の獲得を図るため、病院

利用者以外にも、例えば買物利用者や日帰り入

浴施設利用者に向けて各施設にも協力をいただ

きながら利用周知を行うほか、具体的なモデル

利用例などを作成して周知を図り、新たな利用

者の掘り起こしや利用促進を図ってまいりたい

と考えております。 

  バスの利用者の大半を占める高齢者にとって、

新しいシステムの利用に慣れるまでは時間を要

することが考えられるほか、サポートが必要な

方もおられるため、集落支援員をはじめとした

地域の方々にも協力いただきながら、本システ

ムの理解促進及び利用促進を図ってまいりたい

と思っております。 

議長  真嶋実君。 

２番  私のところにも幾つか声が聞こえてくる

ものがありますけれども、具体的なものの一つ

としては、先ほど課長のほうからもお話があり

ましたけれども、予約を申し込んでも別なルー

トの予約が既に入っていると、予約を受け付け

られないというような声も聞こえてきました。

フレキシブルな仕組みというのが逆に固定化し

たルートになってしまっているというような現

状があるようでしたけれども、そういう点につ

いての解決、検討をしているのか。例えば基本

的なダイヤの見直しの中で、迂回ルートが運行

可能になるような余裕のあるようなダイヤ設定

とか、そういうようなことは検討できないのか

どうか。 

  それと、もう一つは、やはり一番大きな利用

者である病院の通院手段について、ＡＩオンデ

マンドバスの重要な役割だと考えますけれども、

病院に向かうときについては予約で決まった時

間で行くことができるけれども、診療を終えて

帰るときについては診察の時間、それから薬局

での処方の時間等々で、なかなか予約のシステ

ムというのがうまく回らないというようなこと

も聞いておりますけれども、そういうような課

題に向けて、解決の方策等は考えていらっしゃ

いますか。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  ご指摘のとおり、現在主に午前中中心に、一

部の時間帯において、予約申込みに対して予約

できない、配車不可となるケースがあるという

ふうには承知しております。その対策としまし

て、システム面においては、可能な限り配車時

間を確保できるようにバスの待機場所の追加な

ど、逐次改善に向けて検討を進めているところ

であります。今後、町民の皆様からのご意見な

どをさらに伺うとともに、西和賀地域公共交通

活性化協議会におけるご意見もいただきながら、

必要に応じて運行車両やエリア別の運行方法の

見直しなどを行い、利用しやすい地域公共サー

ビスの構築に取り組んでまいりたいと考えてお

ります。 

議長  真嶋実君。 

２番  ＡＩオンデマンドバスについては、シス

テムを上手に使って便利になったという声も確

かにある一方で、仕組みの利用も既に諦めてし

まったというような声も聞かれております。試

験的な取組として、結果は１年後に検討すると

いうような姿勢ではなく、もう既に対応、検討

されているようですけれども、できることから

細やかに対応をして、スピーディーに直してい

く姿勢が求められているのではないかと思いま

すが、その点についての考えをお聞かせくださ

い。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 そのように努めているところでご

ざいます。 

議長  真嶋実君。 

２番  よろしくお願いいたします。 

  では、大きな３番の質問に移らせていただき
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ます。第３次西和賀町総合計画策定に向けた重

点戦略について伺います。現在、第３次西和賀

町総合計画策定に向けた住民懇談会が開催され

ています。私の本質問では、町が同懇談会にお

いて示されている３つの重点戦略について伺い

ますが、個別の質問を進める前に、重点戦略の

全体について一つの視点をまず投げかけさせて

いただきたいと思います。先日お邪魔した住民

懇談会の会場で、参加した町民の声に３つの戦

略はどれも具体的だが、10年後の西和賀の未来

像はどのように描いているのかという質問があ

りました。私も非常に同感でありまして、重点

戦略に具体的な内容が盛り込まれるのはよいこ

とですが、町の最上位の基本計画、10年という

スパンの計画をつくるに当たっては、もう少し

町全体の未来像を俯瞰した戦略であってよいの

ではないかという思いです。 

  そうした視点を背景にしながら、以下の３つ

の重点戦略についてお伺いいたします。（１）、

重点戦略の第１に、複合拠点施設（道の駅）の

整備と当該施設を核としたにぎわい創出を挙げ

ています。長期計画におけるグランドデザイン

の視点から一点集中的な大規模施設だけでなく、

生活に密着した中小規模の複合拠点あるいは拠

点施設も視野に入れた町全体のゾーニング、地

域ごとの計画が必要ではありませんか。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  ただいま議員からご提案のありました中小規

模の複合拠点施設を視野に入れた町全体のゾー

ニング、地域ごとの計画についてでありますが、

町としましても地域ごとに異なるニーズや特性

に応じた施設整備、計画のあり方は持続可能な

地域づくりの観点からも重要であると考えてお

ります。しかしながら、まず今取り組もうとし

ている複合拠点施設整備は、単なる一点集中の

開発ということではございません。この施設は、

町の外から新たな需要を呼び込み、地域内の経

済循環を拡大することを狙いとした町のエンジ

ンとも言うべき基幹インフラとして位置づけて

おります。すなわち、町内経済のパイそのもの

を大きくするための施策であると捉えておりま

す。このような基幹施設の整備が地域商社や地

元農産物の流通、観光消費などを通じて波及効

果をもたらし、結果的に町内の既存事業者や中

小規模の取組にも恩恵が及ぶという好循環を生

み出すことを町としては目指しております。ま

た、仮にさわうち病院周辺に複合拠点施設が整

備されることになれば、近くには保健子育て支

援施設、災害時の防災拠点、生活サービス機能

など、多様な機能が集約され、多世代、多目的

の利用が可能な生活密着型のエリアとなります。

すなわち、町外からの需要に応えると同時に、

町民の暮らしを支える基盤でもあります。こう

した取組を着実に軌道に乗せ、町としての経済

的な基盤と運営ノウハウを蓄積した上で、次の

ステップとしてただいま議員ご指摘のような地

域ごとの拠点やゾーニングに段階的に着手して

いくということが、より現実的かつ効果的であ

ると判断しております。 

  したがいまして、まずは中核となる複合拠点

施設の整備と運営に全力を注いで、将来的には

その成果と波及効果を踏まえながら、町全体の

バランスある施設整備等についても検討を進め

てまいりたいと考えているところであります。 

議長  真嶋実君。 

２番  重点的な施設整備等々を計画すること自

体を否定しているものではありません。事業自

体の賛否は、ここではまず置いた上で、グラン

ドデザインの考え方については昨年９月の定例

議会でも議論しております。ある意味で、総合

計画自体が町のグランドデザインであるとの答

弁であったと認識しております。この場合、特

定の重点事業だけをグランドデザインとしてゾ

ーニング、区画割当てするのではなく、町の全

域に地区ごとの未来像を描ける計画づくりが必

要なのではないかと考えます。現在29ある行政

区の一つ一つの未来図をつくり、総合計画に盛
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り込むことは難しいでしょうが、少なくとも現

在町が集落支援センターを置く６つの旧小学校

区のそれぞれが未来への希望を形にするグラン

ドデザインづくりのきっかけが必要ではないか

と考えます。そのためには、事業、予算規模の

大小があっても、地域拠点をどうつくっていく

のか、持続可能な行財政を維持していくために

も複合的な拠点が各地域に必要になってくるの

ではないでしょうか。 

議長  内記町長。 

町長  お答えさせていただきます。 

  ゾーニングが必要ではないかという視点でお

答えさせていただきたいと思います。課長の答

弁に加えてということになりますが、地域ごと

の計画につきましては、現状では地域により状

況はいろいろあるものと捉えております。具体

的な施設の構想を有して取り組んでいるところ、

地域づくり計画を策定し現状把握を行い、課題

設定し、取組を進めようとしているところ、ま

た農地を基盤とし農業法人等を立ち上げて、集

落の活性化を図っていると、あるいは温泉など

の産業を中心として地域づくりというようなこ

とでございます。ということで、多様であるな

というまず認識には立っております。 

  町といたしましては、今回の総合計画の策定

に当たりまして、このような現状の把握と地域

の意向を踏まえ、今回掲げております３つの主

要取組、戦略の期待する効果が地域に好影響を

もたらす、あるいは好循環となるような見通し、

考え方、方向といったものを示すことができる

よう取り組みたいと考えているところでござい

ます。このことが議員から今お話がありますよ

うなグランドデザインにかなうものになるかど

うかにつきましては、今後またいろいろ策定過

程を通じながら、議論をさせていただければと

いうふうに現在のところ考えているところでご

ざいます。 

議長  真嶋実君。 

２番  大きなエンジンをまず掲げてということ

の重要性は、それは先ほどから話しているよう

に認めますけれども、同時にやはり６つの地域

について、実際私の暮らす地域にも６つの１つ

の旧小学校校区で簡単にまとまれるかというと、

そう簡単でもない現実もありますけれども、そ

ういう中でまず今できることの一つは住民自治

組織の拠点づくりについて、集落支援センター、

集落支援員さん、そして今新しい仕組みとして

は地域づくり計画支援員さんというようなもの

も設置されておりますので、そういう方たちと

地域のリーダーの方たちがすり合わせをできる

ような、そういうスタートをまず切ること、そ

して積み上げること大事ではないかなと思って

おります。 

  また、大きなエンジン、大きな仕組みのほか

に、例えばというか、そんなに小さくもないと

思いますけれども、今小中学校の統合なども控

えておりますけれども、そういったときに学校

施設の中の、例えば図書室の機能が住民に開放

されるとか、体育館みたいな機能が開放される

とか、そういうようなことで、加えて言うと、

私が思うのはそこにやはり人を配置できるかど

うかだと思います。施設づくりと同時に、そう

いう地域の拠点に人が配置できるかどうかと、

また配置できるような仕組みをどうつくるかと

いうことの検討が必要ではないかなと。 

  また、もう一方では、集落支援員の仕組みの

中で、例えば山形県の西川町では、郵便局の中

に集落支援員を委嘱するというような形で、あ

る種、複合の地域支援の形をつくっていくとい

うような事例も見られます。そういうようない

ろいろな視点に立ちながら、お金も現実の町の

財政に即しながらも、10年後の町のビジョンを

どう描いていくかというようなことが必要では

ないかなと。そういうことがまた内閣府の地方

創生推進室が掲げてきた小さな拠点づくり、こ

れも今またどのように変わっているか、ちょっ

と把握し切っていないところはありますけれど

も、考え方としてはそういうことになるのでは



- 66 - 

ないかなと思いますけれども、そういうことに

ついて今は重点の説明をされていますけれども、

今後正式に総合計画をつくるに当たっての町の

考えを伺います。 

議長  内記町長。 

町長  そういうことを目指してと私としても考

えておりますけれども、アプローチの仕方でい

ろいろ議論で、基本的にはやはり人口が減って

いく中で、生活の質を落とさないで、むしろ上

げていく、そういうために経済、内部循環なり、

そういうものが大事だというような視点で、こ

のプロジェクトも掲げさせていただいておりま

す。そうした中で、地域のありようについては、

以前から小学校単位の考え方で集落支援員等の

配置をしていったりとか、そういう今までの経

過と、そして今議員お話のありましたような流

れというようなものをしっかり踏まえて対応し、

総合計画に盛り込んでいきたいと思いますが、

基本的な考え方として、人口が減っていく中で

そこに向き合い、対応と、そしてむしろ元気に

していくという部分を全体としてどうやってい

くかという中で、そのありようについてまとめ

ていきたいなというふうに考えておりますので、

よろしくお願いしたいと思います。 

議長  真嶋実君。 

２番  それでは、（２）に移らせていただきます。

重点戦略第２に、高校魅力化による地方創生の

推進を挙げています。西和賀高校の２学級化の

成果、大変大きな成果を上げておりますけれど

も、これを弾みとしながら、高校魅力化の礎と

もなる保育、小中学校のさらなる魅力化を含ん

だ町の教育の魅力化としての重点戦略に取り組

むべきではないかと考えます。保育、学校のあ

り方検討委員会の答申を踏まえた、生まれてか

ら18年間を見通した一貫した教育の推進をむし

ろ大きな看板として戦略に掲げてはいかがかと

思いますが、どうでしょうか。 

議長  教育長。 

教育長 ご質問ありがとうございます。それでは、

戦略を掲げたいと思いまして、今年度は小学校

のほうのＰＴＡ総会等で西和賀の教育を伝えて

きたつもりです。まずは、議員のご質問に答え

ていきたいなと思います。 

  18年間を見通した一貫した教育の推進につい

てお答えいたします。保育、小学校、中学校、

高校時において、成長段階に応じた西和賀だか

らできる教育、自然や産業、文化と歴史などの

豊かな財産を活用した学習のカリキュラムの構

築、そして小規模校だからできる個々の手厚い

指導などのメリットを生かして18年間を見通し

た教育の推進をつくり上げていきたいと思って

おりますし、西和賀町の大きな魅力にそれらが

つながっていくと感じております。このような

教育は、高校と行っていることと同様に、町外

からの児童生徒の受入れや、また子育て世代の

転入の可能性が見込まれるものであり、高校ま

での一貫した教育の推進による西和賀町の魅力

については、今後取り組んでいくべき内容であ

ると認識しております。これから保育所、園、

小中学校の整備を行う中の協議においても、西

和賀町だからこそできる魅力ある教育環境の視

点を大事に取り組んでいきたいと思っておりま

す。 

  以上です。 

議長  真嶋実君。 

２番  ３月の教育施政方針等々、実際にこうし

た方針が着実に進められているということは理

解しております。その上で、10か年という基本、

長期の計画の中の位置づけ、看板として、高校

魅力化はもう今既に看板にはなっていて、むし

ろこれからがそれを維持していくのが大変かと

思いますけれども、私としては人づくりという

のがどんなハードウエアよりも、大きなまちづ

くりのエンジンになると思いますので、そのと

きの10か年の看板をどうするかということにつ

いて、再度考えていただければと思って質問さ

せていただきました。 

  では、続けて、（３）の重点戦略の第３、地域
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ブランド、ユキノチカラによるタウンプロモー

ションの展開についてです。住民懇談会の資料

では、第３の戦略として以上のことを挙げてい

ます。地域ブランドについては、令和７年３月

の定例議会でも一般質問で議論が行われ、総合

計画策定における重点戦略もその議論が反映さ

れたものとして受け止めております。その上で、

タウンプロモーションの視点に加え、住民の一

体感や町に対する愛着心、帰属意識、誇りの醸

成といった、言わば内なる力をつけるといった

広い意味での地域ブランドの考え方を重点戦略

の中で明確に位置づけることが重要ではないか

と考えますが、第３次西和賀町総合計画策定に

向けた重点戦略における地域ブランド、ユキノ

チカラの位置づけを改めてお伺いします。 

議長  企画財政課長。 

企画財政課長 お答えいたします。 

  第３次西和賀町総合計画における重点戦略の

一つとして、地域ブランド、ユキノチカラによ

るタウンプロモーションの展開を提案させてい

ただいております。これは、町の外に向けて西

和賀町の魅力や特徴を積極的に発信し、交流人

口、関係人口の拡大、ひいては地域経済の活性

化につなげていくという、いわゆる外向きの町

の宣伝、売り込み戦略であります。 

  一方で、ただいま議員ご指摘のとおり、地域

ブランドは、単に外向けのプロモーション手法

にとどまるものではなく、町民の皆様が自らの

暮らす地域に対して愛着や誇り、帰属意識を育

み、我が町、西和賀という意識を醸成する、言

わば内なる力としてのブランドづくりも今後の

まちづくりにおいて不可欠な視点であるという

認識をしております。 

  今年、西和賀町は、合併20周年の節目を迎え

ることになります。この機を捉えて、11月には

記念シンポジウムを開催する予定であり、そこ

で取り上げるテーマの一つがユキノチカラプロ

ジェクトであります。発足から10年を迎えるこ

の取組は、商品開発や観光振興といった外向け

の成果に加え、西和賀高校の生徒たちが地元事

業者と連携し、地域資源の価値を見詰め直す魅

力発見ラボなどを通じて、若い世代の地域への

誇りや主体性を育む取組にも広がっております。

すなわち、ユキノチカラというブランドは、地

域経済や産業振興の面にとどまらない、教育や

人づくり、住民意識の形成にも寄与する、多面

的な価値を持つものがあり、まさに町の内なる

力と外へ向かう力の結節点にある存在と捉えて

おります。このような考え方を重点戦略の中に

明確化することが重要ではないかという議員の

ご意見につきましては、その趣旨、意図は十分

に理解をいたします。そのようなことを念頭に

置きながら、今後、重点戦略をどのように総合

計画に織り込んでいくのかということと併せて、

検討を重ねてまいりたいと考えております。 

議長  真嶋実君。 

２番  ありがとうございます。この質問を提出

するに当たっては、５月の半ばの時点で住民懇

談会の開始直後、資料を頂き、それを基に作成

しましたけれども、先日から私も直接、懇談会

等に何か所か参加させていただいて資料を見せ

ていただいたところ、この間にも資料がバージ

ョンアップされていて、柔軟に練り直しをいた

だいたということを確認しております。さきの

質問に、そういう形でフレキシブルに修正が加

えられているということは、今日の質問の前に

理解しておりましたけれども、事前に用意した

質問で上げさせていただいたので、そこのとこ

ろ了承ください。また、今回の住民懇談会、町

内全ての行政区、地域づくり組織を回るという

ことで、長丁場、大変ご苦労さまであることも

ねぎらいたいと思います。 

  その上で、町民にとって内なるブランド、一

体感醸成に向けて重要なポイントが２つあると

考えます。１つは、ユキノチカラブランドの中

に西和賀町という名前をどのように組み込んで

いくかということが大事なのではないかなと。

ユキノチカラ、イメージもよく、また持ってい
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るデザイン力も確かなもので実績を上げており

ますけれども、一方でやはりユキノチカラと西

和賀を直接に結びつける戦略ということが今後

非常に大切になってくるのではないかなと考え

ます。 

  もう一つは、町のアイデンティティー、帰属

意識、一体感醸成に向けた基本理念、湯田と沢

内という２つの強い個性を大切にしながら、西

和賀を一つの町として町民みんなが大切に思え

るまちづくりのコンセプトそのものをつくって

いくということがユキノチカラの次なる展開に

重要ではないかなと考えております。地域ブラ

ンド、ユキノチカラを第３次西和賀町総合計画

の目玉として重要戦略に位置づけるに当たって

は、そういう観点から町がいかに役割を果たし

ていくかということが重要になってくると思い

ます。ユキノチカラプロジェクトは、同協議会

が今事業主体となっています。町自体のスタン

スというのは、予算関係で見ると地域ブランド

推進事業におけるアケビづる試験圃場管理業務、

そして西和賀高校魅力化支援事業におけるコラ

ボレーション事業の業務を委託する立場という

ようなことが捉えられるのかなと思いますけれ

ども、町がユキノチカラプロジェクト協議会の

組織構成の中で、今後どのような立ち位置で町

の総合計画を進めようとしているかについてお

伺いします。 

議長  内記町長。 

町長  お答えいたします。 

  ユキノチカラのデザインであったりイメージ、

非常に確立されたものがあり、訴求効果という

ものに非常に効果には期待しているというか、

その成果にありがたく思っているところでござ

います。そういう点で、過去に雪であったりお

湯、真っ白のイメージですけれども、旧沢内に

おいて雪国文化研究をつくってしたりというこ

とで、雪を根拠として地域づくりと言ってきた

歴史もございます。また、温泉についても、直

接雪ではございませんけれども、雪国でのお湯

とか、そういうイメージで雪は捉えてきた中に

あって、そういういろんな思いを外に対して発

信していただくという点では、非常にすばらし

い取組をしていただいたなというふうに思って

おります。それをやはり町全体で生かしていく

ということが今後の西和賀町の存在を高めてい

く上で、有用であろうという判断の下に、今回

の３つの柱の一つにさせていただいたところで

ございます。 

  そうした中において、今議員ご指摘のような

ことは、もう私自身としてもいろいろ意見をお

聞きしたり、課題意識を持っているところでご

ざいます。ユキノチカラ、イコール西和賀とい

うふうに結びつきをいかにしていくかというの

が本当にテーマであると思いますし、今回そこ

を深掘りしていって、計画の中にどこまでで位

置づけられるかはまだ分かりませんけれども、

そこを目指してやっていかなければならないと

いう思いは一緒かと思います。また、これは、

ちょっとそのとおりだなと思った点でございま

すけれども、このプロモーションを通じて町の

一体感というものをより強めていくべきであろ

うという点では、非常にそういう見方が大事だ

なということを今改めて思ったところでござい

ます。今のようなご指摘を踏まえながら、総合

計画の中に位置づけて、そこを目指せるような

取組方向になれるように進めたいと思っており

ますので、今後ともその辺についての、先ほど

と同様になりますけれども、やり取りさせてい

ただければと思いますので、よろしくお願いし

たいとなります。 

議長  真嶋実君。 

２番  ありがとうございます。一番最初にも話

したとおり、今回の戦略について、一つ一つの

ことを否定的にどうこうと言うつもりで今回の

質問を上げさせていただいたのではありません。

その上で、町の総合計画というときの10年間の

未来を見通したときに、看板をどうしていくか

ということについて具体的な戦略と同時に見直
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しが必要ではないかなという思いで質問をさせ

ていただきました。それに形としても答えてい

ただいたということを踏まえて、私の質問は終

えさせていただきます。ありがとうございまし

た。 

議長  以上で真嶋実君の一般質問を終結しま

す。 

  以上で本日の日程は終了いたしました。 

  なお、明日は休会、明後日の最終日は条例補

正予算等の審議を予定しています。 

  これをもって本日は散会いたします。お疲れ

さまでした。 

午後 ２時００分 散   会 


